
石     岡
石岡の今を伝える　

広
報

　　76,372 人（± 0）　　　　
男　37,926 人（－ 10）
女　38,446 人（＋ 10）
世帯数　30,624 世帯（＋ 26）

（　）内は前月との比較

人 の 動 き 【2017/6/1 現 在 】

市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生　46　　転入　182

死亡　63　　転出　165
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ま
ち
な
み
の
未
来



和
レ
ト
ロ
な
看
板
建
築
か

ら
田
園
風
景
の
中
の
茅
葺

民
家
ま
で
、
市
内
に
は
実
に
多
様

な
景
観
が
あ
り
ま
す
。
景
観
は
、

長
い
年
月
を
か
け
て
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
の
文
化
や
経
済
活
動
な
ど

に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
、

ま
ち
の
財
産
で
す
。　

　
に
ほ
ん
の
里
に
選
ば
れ
た

　
　

   　
　

八
郷
の
茅か

や
ぶ
き葺
民
家

　

茅
葺
屋
根
は
こ
ま
め
な
手
入
れ
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
冬
の
農
閑
期
に
茅

を
刈
り
、
春
先
に
屋
根
の
補
修
。
傷

ん
だ
茅
や
新
た
に
葺
い
た
茅
の
切
れ

端
な
ど
は
、
堆
肥
に
し
て
田
畑
の
肥

や
し
に
し
ま
す
。
屋
根
の
手
入
れ
は

季
節
の
仕
事
と
し
て
農
作
業
の
合
間

に
上
手
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
茅
葺
民

家
は
、
自
然
の
も
の
を
無
駄
な
く

使
い
、
循
環
さ
せ
る
農
村
文
化
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
里
山
景
観
が
評
価
さ
れ
、
平

成
20
年
に
は
、
全
国
２
０
０
０
以

上
の
候
補
地
の
中
か
ら
、
に
ほ
ん

の
里
１
０
０
選
（
朝
日
新
聞
・
公

益
財
団
法
人
森
林
文
化
協
会
主
催
）

に
上
青
柳
地
区
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

模
索
す
る

　

新
し
い
「
結ゆ
い

」
の
か
た
ち

　

結
と
は
、
か
つ
て
の
集
落
の
共

同
作
業
の
こ
と
。
一
人
で
行
う
に

は
多
大
な
費
用
と
期
間
、
そ
し
て

労
力
が
必
要
な
作
業
を
助
け
合
っ

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
約
60
軒
ほ
ど
の
茅
葺

民
家
が
点
在
し
て
い
ま
す
が
、
昔

と
は
生
活
様
式
も
変
化
し
茅
葺
き

の
屋
根
を
維
持
し
て
い
く
の
は
、

大
変
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
、良
好
な
景
観
づ
く
り
を
支
援
す
る「
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

ン
ド
支
援
事
業
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

良
好
な
景
観
は
地
域
全
体
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
守
っ
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
は
石
岡
の
景
観
の
魅
力
と
そ
れ

を
保
全
す
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

穏
や
か
な
里
山
景
観

守
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、
新
た
な
つ
な
が
り

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

　  

支
援
事
業
の
運
用
開
始

▼
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し

て
、
修
景
を
行
う
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。　

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
支
援
事
業
と
は
？

　

個
人
や
企
業
か
ら
の
寄
付
を
も
と

に
、
周
辺
景
観
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ

ン
へ
の
改
修
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

対
象
エ
リ
ア

・
石
岡
地
区
の
中
心
市
街
地
の
国
道

３
５
５
号
ま
た
は
、
石
岡
停
車
場
線

沿
線

・
先
導
的
な
景
観
形
成
地
区
（
朝
日
地

区
周
辺
）
の
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
沿
線

※
景
観
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た

建
物
は
市
内
全
域
が
対
象
で
す
。

対
象
物
件
　

　

建
造
物
・
設
備
・
門
・
塀
・
広
告

物
・
自
動
販
売
機
な
ど

補
助
率

　

８
～
９
割

※
限
度
額
は
対
象
物
件
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

昭

特集 まちなみの未来
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■ Interview

景観を守ることは、
　地域のアイデンティティを守ること

　平成 24 年に、石岡市は特色ある景観を守
るため、景観条例を制定しました。同年、学
識経験者や建築士、市民などで構成される景
観調査委員会が発足。今回は、本委員会の委
員長、筑波大学の藤川昌樹教授に景観保護の
意義についてお話を伺いました。

　石岡には、各時代の痕跡が良く残っていま
す。現在、焦点を当てているのは看板建築で
すが、道筋の一部など、さかのぼれば国府の
時代の影響も残っています。石岡のような魅
力的な歴史的町並みは一朝一夕にはつくれま
せん。
　また茅葺民家の残る里山景観も素晴らしい
ですね。今、住宅を建てるとなったら、極端
にいうと、世界中から材料を集めてこられる。
その結果、ここにしかないというものがどん
どんなくなっています。しかし、もとからそ
の土地にあるもので作った住宅は、そこにし
かないものなんです。
　これを保全することは、地域のアイデン
ティティを守るということ。それはその土地
への誇りにもつながります。
　石岡には、景観的に価値のあるものが多く
あります。全国的に見ると、登録文化財のレ
ストランや温泉宿など、景観をある種のブラ
ンドにして付加価値をつけている事例も増え
ています。今後、このファンドを使って、こ
のようなモデルケースが作られていくことを
期待しています。

筑波大学社会工学域教授
石岡市景観調査委員会会長
藤川 昌樹氏

藤川教授自身も、およそ 30 年前、
学生時代に茅葺き民家の調査で八郷
地区を訪れ、東京から近距離に、こ
んなに穏やかな里山景観が残ってい
ることに感動したと話します。

　

昔
は
集
落
ご
と
に
「
茅
場
」
と

呼
ば
れ
る
補
修
す
る
た
め
の
茅
を

刈
る
場
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
茅

葺
民
家
の
減
少
と
と
も
に
そ
れ
も

消
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
16
年
か
ら
は
、
つ

く
ば
市
大
穂
に
あ
る
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
の
敷
地
内

に
自
生
し
て
い
る
ス
ス
キ
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
毎
年
12
月
に
、
茅

葺
き
民
家
の
家
主
と
行
政
、学
生
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し

て
茅
を
刈
り
取
り
ま
す
。

　

昨
年
は
３
日
間
に
延
べ
１
１
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
多
く

は
70
代
以
降
の
家
主
た
ち
で
す

が
、
例
年
、
里
山
景
観
の
保
全
に

関
わ
り
た
い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
す
る
20
代
の
学
生
た
ち

の
姿
も
あ
り
ま
す
。

　

農
村
文
化
が
消
え
か
か
っ
て
い

く
一
方
で
、
そ
の
価
値
に
魅
力
を

見
出
し
、
地
方
に
注
目
す
る
若
者

も
ま
た
増
え
て
い
ま
す
。
守
る
こ

と
で
、
こ
の
地
で
は
、
新
た
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

1 6 月に石岡市に地域おこし
協力隊として着任した4人は、
上青柳地区の茅葺民家を拠点
に開催している武蔵野美術大
学の学生によるアートイベン
ト「アートサイト八郷」の
OB・OG。お世話になってい
るおばあちゃんの茅葺民家の
縁側で2おばあちゃんからも
らった茅で作った、東南アジ
アの住居（ティピ）を模した
作品₃毎年 12 月につくば市
で実施している茅刈り作業。

申
し
込
み
　

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に

は
、事
業
着
手
前
に
市
に
申
請
し
、

補
助
事
業
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

  （
内
線
２
９
３
）

2
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石
岡
地
区
の
中
心
市
街
地
に
は
全
国
的

に
保
存
例
の
少
な
い
看
板
建
築
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

看
板
建
築
と
は
、
建
築
史
家
の
藤
森
照

信
氏
が
命
名
し
た
も
の
で
洋
風
の
商
店
建

築
の
こ
と
。
木
造
建
物
の
壁
面
を
装
飾
し

看
板
の
よ
う
し
て
い
て
、
関
東
大
震
災
後

の
復
興
期
の
東
京
で
流
行
し
た
建
築
様
式

で
す
。

左
官
職
人
、
土
屋
辰
之
助
の
活
躍

　

石
岡
に
多
く
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
昭
和
４
年
の
大
火
が
き
っ
か
け

で
す
。東
京
で
左
官
職
人
と
し
て
修
行
し
、

石
岡
の
商
家
の
婿
養
子
と
な
っ
た
土
屋
辰

之
助
氏
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た

看 板 建 築 の は じ ま り

特
集
・
ま
ち
な
み
の
未
来　

　

昭
和
レ
ト
ロ
な
ま
ち
な
か
景
観

history of  architecture

り
の
店
が
閉
ま
っ
て
い
き

寂
し
い
と
い
う
声
が
聞
か

れ
る
一
方
、
石
岡
に
は
熱
い
思
い

を
持
ち
、
店
を
切
り
盛
り
す
る
若

い
世
代
が
い
ま
す
。

　

あ
る
日
の
夕
方
、
手
を
振
り
な

が
ら
、
店
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
学

校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち
。
店
の
中

か
ら
笑
顔
で
手
を
振
り
返
す
の

は
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
洋
菓
子
店
の
中

山
哲て

つ
の
り徳
さ
ん
（
34
）。
平
成
27
年

に
中
町
通
り
に
再
オ
ー
プ
ン
し
た

お
店
で
す
。

　
「
う
ち
は
大
正
５
年
に
創
業
し

た
近
清
菓
子
店
が
始
ま
り
な
ん
で

す
。
先
祖
は
近
江
国
か
ら
や
っ
て

き
た
清き

よ
す
け助

と
い
う
商
人
で
、
そ
こ

か
ら
近
清
の
名
前
を
取
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
機
や
ワ
ッ
フ

ル
の
焼
き
型
な
ん
か
も
残
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
」

　

10
年
以
上
お
店
を
閉
め
て
い
ま

し
た
が
、
哲
徳
さ
ん
の
父
、
哲
郎

さ
ん
が
石
岡
で
ま
た
商
売
が
し
た

い
と
２
年
前
に
再
オ
ー
プ
ン
。
哲

徳
さ
ん
は
手
伝
い
を
す
る
た
め
に

通守
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
引
き
継
ご
う
と
す
る
人
た
ち
が
い
る
。1（写真左から）中山哲徳さん（シャンティ洋菓子店）、小倉英子さん（カ

ギヤ楽器）、溝口俊介さん（丸三そば屋）、髙木陽介さん（たかぎ書店）は
昭和 57 年生まれの石岡小、国府中の同級生。子どもの頃から思い出が詰
まったまちの今を動かします。宮内ゆうさん（十七屋履物店）を囲んで。
2「ここにいる若い人たちは、車道の草取りや道路の清掃。本当によく頑
張っていますよ」と話す宮内さん。下駄の鼻緒のすげ替えを行う手つきは
とてもしなやか。それでも、お嫁に来たばかりの頃は、あかぎれてしまっ
ていたといいます。

1

2
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■ Information

\ 参加者募集 /
7 月 16 日日は、
　　　　全国看板建築サミットへ

職
人
ら
に
よ
っ
て
、
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

モ
ル
タ
ル
を
天
然
石
の
よ
う
に
見
せ
る

こ
と
で
高
級
感
と
重
厚
感
を
演
出
し
、
繊
細

な
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
に
よ
り
多
様
な
建
築
様

式
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
石
岡
の
看

板
建
築
の
特
徴
。
大
火
か
ら
の
復
興
に
あ
た

り
、
当
時
の
最
先
端
で
あ
っ
た
建
築
様
式
を

取
り
入
れ
た
石
岡
の
商
店
主
と
土
屋
辰
之

助
を
筆
頭
と
す
る
職
能
集
団
に
よ
っ
て
石

岡
の
町
並
み
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

（
出
典
「
石
岡
市 

看
板
建
築
等
調
査
研
究2015

報
告
書
」
筑
波
大
学
大
学
院 

シ
ス
テ
ム
情
報
工

学
研
究
科 

社
会
工
学
専
攻
）

一
年
半
前
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
十
数
年
ぶ
り
に
石
岡
に
戻
り
、

店
を
開
け
て
、
ま
ち
の
人
と
話
し

て
い
る
と
、
通
り
の
店
が
閉
ま
っ

て
い
く
の
は
仲
間
と
い
う
か
戦
友

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

気
持
ち
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
ぁ
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
で

も
店
を
継
い
で
頑
張
っ
て
い
る
同

級
生
も
多
い
ん
で
す
よ
。
こ
こ
に

は
商
売
し
て
き
た
人
た
ち
の
商
人

魂
が
あ
る
と
思
う
し
、
私
も
そ
れ

は
失
く
し
た
く
な
い
ん
で
す
」

こ
れ
か
ら
の
、

　

ま
ち
の
未
来
の
話
を
し
よ
う

　

若
い
人
が
少
な
く
な
っ
た
今
だ

か
ら
こ
そ
、
地
域
の
清
掃
で
も
力

仕
事
で
も
、
自
分
た
ち
若
い
世
代

が
も
っ
と
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
話
す
哲
徳
さ

ん
。

　
「
石
岡
で
新
た
に
美
容
室
や
飲

食
店
な
ど
の
事
業
を
立
ち
上
げ
て

頑
張
っ
て
い
る
同
世
代
の
仲
間
も

増
え
て
い
ま
す
。
一
人
で
や
る
に

は
限
界
が
あ
る
け
ど
、
声
を
掛
け

合
い
、
関
わ
り
を
増
や
し
て
仲
間

を
作
っ
て
い
け
ば
、
こ
こ
を
守
っ

て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
」

　

ま
ち
を
思
い
、
行
動
す
る
若
い

世
代
が
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
賑
わ
っ
て
い
た

「
ま
ち
の
過
去
」
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
「
ま
ち
の
未
来
」
を
話

す
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

　　　　　　　５　　　広報いしおか７月１日号　№２８２

まちなか散策
　文化遺産カードをゲットしよう！
▶散策マップを見ながら看板建築群の街並み
を巡ります。マップに書いてある歴史的建造
物の前で写真撮影し、撮った写真を市民会館
にいるスタッフに見せると文化遺産カードが
もらえます。
実施時間／午前 10 時～正午
集合場所／石岡市民会館または、
　　　　　石岡ステーションパーク

文化遺産カードとは？
▶文化遺産の周知と活用を目的に NPO 法人
文化遺産ネットワークが作成しているカード
です。ただ今、日本全国で 100 種類以上！

基調講演 & シンポジウム
▶看板建築の名づけ親、藤森照信氏の基調
講演と「復興 100 年を目指したまちづくり」
をテーマにしたシンポジウムです。
実施時間／午後 1 時～ 4 時 30 分
実施場所／石岡市民会館 大ホール

基調講演「看板建築と近代日本の都市」
藤森照信氏（江戸東京博物館長・東大名誉教授）

・午後１時 20 分～ 2 時 20 分
シンポジウム

「復興 100 年を目指したまちづくり」
▶青森県八戸市、兵庫県豊岡市、長野県諏訪市、
埼玉県川越市からパネリストが参加します。

・午後 2 時 30 分～ 4 時 30 分
   コーディネーター：藤川昌樹氏（筑波大学）

問都市計画課　☎ 23-1111（内線 293）

事前申込不要

石岡市バージョンは
2 種類



7 月の情報ピックアップ

ど
も
図
書
館
本
の
森
は
、

幼
児
期
か
ら
本
に
親
し

み
、
家
族
や
友
だ
ち
と
絆
を
深

め
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育

て
る
場
所
を
目
指
し
、
４
月
１
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

木
の
本
棚
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、

木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
館

内
。
児
童
書
に
加
え
て
、
保
護
者

向
け
の
育
児
書
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
夏
休
み
期
間
は
、
開
館
時
間

を
延
長
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
中
央
図
書
館

☎
２
４
・
１
５
０
７

こ

施設案内
開館時間／午前９時～午後５時　
※夏休み期間（7月 21 日～ 8月 31 日）の平日は、
　午後７時まで

【写真説明】1こども図書館内の様子。テーブル
席 16 席、学習スペース７席、ソファーあり2授
乳室も完備。赤ちゃん連れでも安心3調べ学習
にタブレットを 12 台用意4本館の旧児童書コー
ナーは飲食コーナーへ5じゅうたん敷きの「おは
なしのへや」は赤ちゃん向けの絵本が充実で広々

5

夏休みのイベント情報　参加者募集

　図書館カウンターまたは電話でお申し
込みください。

ビブリオバトル
▶面白いと思った本を紹介してみません
か？ ５分で本を紹介し合い、投票で１番
面白かった本を決定します。（参加無料）
日時／７月 23日日午後２時～４時
場所／中央図書館 3階読書室
講師／藤原　龍一郎氏（歌人・俳人）
対象／中学生以上（2人以上実施）
申込開始／ 7 月 1日土
※当日は見学も可能です。

はじめての百人一首ワークショップ
▶札をめくって楽しむ「ぼうずめくり」、
チームで勝負する「源平合戦」まで。百
人一首の解説を交えながら楽しく遊んで
学びます。（参加無料）
日時／７月 30日日午後２時～４時
場所／こども図書館本の森 おはなしの部屋
講師／天野 慶氏（歌人）
対象／小学１年～６年
生（保護者見学可）
定員／ 30 人（先着順）
申込開始／7月４日火

1

23

かわいいイラストの付いた
厳選 30首を使います▶

広報いしおか７月１日号　№２８２　　　６　　　　　　　

こども図書館 本の森へ出かけよう！\もうすぐ、夏休み /

4
\ 飲食コーナーになりました /

こども図書館 本の森

中央図書館の旧児童書コーナー



心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
、
石
岡

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
、
石
岡
市
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

専
任
の
保
健
師
と
保
育
士
が
常

駐
し
、
健
康
や
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

対
応
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時
／
月
〜
金

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

住
所
／
石
岡
市
杉
並
２-

１-

1

問
石
岡
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
９
０

安
つながる！　石岡市の子育て応援

妊
娠
期

出
産

産
後

育
児

就
学

・産前産後支援
・こんにちは赤ちゃん訪問

・乳幼児健診

・5 歳児健康相談

・母子健康手帳発行
・妊婦健診
・マタニティスクール

子
育
て
の
す
べ
て
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
！

保健師
滝本奈津子

▶妊娠が分かった
時からスタートす
る育児は、喜びと
驚きの連続。
　その反面、心配
事や大変なこと
も。そんな時は
ちょっとしたこと
でもいいから気軽
に声を聞かせてく
ださいね。

母子保健
コーディネーター

保育士
入江喜美子

▶楽しく子育てし
てますか？何か
困ったことがあっ
たら気軽に声をか
けてください。元
気なお母さんでい
ることがお子さん
にとって大切なこ
とです。肩の力を
抜き子育てを楽し
みましょう！

保育士
清水範子

▶妊娠期から子育
て期の育児の悩み
についてご相談を
お受けします。
　一人で悩まず一
緒に解決していき
ましょう。乳児の
身体測定も随時
行っています。お
気軽にお越しくだ
さいね。

子育て支援コーディネーター

妊娠・出産・子育て・就学と切れ目ないサポート内容

▶母子健康手帳を子育て世
代包括支援センターでも受
け取ることができます。不安
なことがあったら保健師等
に相談することができます。

▶出産に向けて必要に応じ
て医療機関と連絡調整も行
います。妊娠中と産後にも
電話・面接相談でサポート。

▶年中児を対象に５歳児健
康相談を行います。不安が
ある場合には継続的に相談
に応じ、必要なサービスに
つなぎます。

▶子どもの成長、育児の不
安、随時相談に乗ります

　　　　　　　７　　　広報いしおか７月１日号　№２８２

\7 月スタート /

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

子
育
て
の
不
安
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
、



モルディブ大使
　　　　石岡市を訪問

　５月９日、モルディブ共和国のモハ
メド・フセイン・シャリーフ特命全権
大使が石岡市を訪れました。モルディ
ブ共和国はインドとスリランカの南西
に位置する島国です。
　現在石岡市では東京オリンピックに
向けて、事前キャンプ地の誘致活動に
取り組んでいます。今年３月に今泉市
長がモルディブ大使館で大使と会談し
たことなどにより、今回の訪問が実現
しました。
　東京オリンピック事前キャンプ地と
して想定される石岡運動公園のほか、
茨城県フラワーパーク、常陸國總社宮
などを訪問されました。
　視察を終えた大使は「皆さんの熱烈
な歓迎を受け、大変感激しました。体
育施設は素晴らしいものでした。この
ような施設を見ることができ、満足し
ています。今回の訪問をきっかけに、
石岡市と更なる交流を深めていけたら
と考えております」と語りました。

▲八郷総合支所玄関前に到着する大使一行。市立やさと中央保育所の園児およそ
50人がモルディブ共和国の国旗を振ってお出迎えしました。その後、石岡囃子
保存会による石岡囃子も披露されました。

▲石岡運動公園　体育館を視察する大使
一行

▲石岡中学校で生徒の皆さんとバドミン
トンに挑戦

　　

５
月
13
日
、
石
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
平

成
29
年
度
発
会
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
で
創
立
30
周
年
を
迎
え
る
同
ク
ラ
ブ
は
、

市
内
の
児
童
を
対
象
に
発
明
や
工
作
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
講
師
は
現
職
・
退
職
の
先
生
た
ち
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
る
中
山
峻
太
郎
く
ん

（
柿
岡
小
６
年
）
は
活
動
に
つ
い
て
「
み
ん
な
で

楽
し
く
活
動
で
き
る
。
難
し
い
も
の
を
作
っ
て
で

き
た
時
は
、
達
成
感
を
感
じ
る
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

櫻
井
二
郎
副
会
長
は
「
毎
日
の
生
活
の
中
で
不

便
だ
な
、
困
っ
た
な
と
い
う
こ
と
を
見
つ
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
を
便
利
に
し
よ
う
と
考
え
て

み
る
こ
と
が
、
発
明
の
第
一
歩
」
と
話
し
ま
す
。

石
岡
が
発
明
の
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

少年少女発明クラブ発会式
5 月 13日　

▲１回目の活動は「まが玉づくり」

まちの話題

広報いしおか７月１日号　№２８２　　　８　　　　　　　



　

美
し
い
石
岡
を

つ
く
る
市
民
の
会

で
は
、
年
に
一
度

花
壇
の
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
の
は
、

宿
山
崎
環
境
美
化

ク
ラ
ブ
（
美
化
ク

ラ
ブ
部
門
）、
三
村

地
区
環
境
保
全
協
議
会
（
そ
の
他
団
体
部
門
）
で

す
。
活
動
に
関
わ
る
皆
さ
ん
は
「
２
０
１
９
年
に

開
催
さ
れ
る
茨
城
国
体
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
市

内
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

5月２日　
美しい石岡をつくる市民の会花壇表彰

　

石
岡
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
石
岡

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
創
立
60
周
年
の

記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
髙
橋
恒
士
会

長
か
ら
石
岡
市
役

所
新
庁
舎
の
調
度

品
代
と
し
て
10
万

円
が
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
は
も
ち
ろ

ん
、国
際
奉
仕
活
動
に
も
長
年
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

5 月 13 日　石岡ロータリークラブ
　　　　　　　　　60周年記念式典

　

社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
と
は
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
の
な

い
明
る
い
社
会
を
目

指
す
も
の
で
、
今
年

で
67
回
目
を
迎
え
ま

す
。
市
内
各
団
体
が

連
携
し
て
こ
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
６
月
２
日
、

市
役
所
で
石
岡
地
区
保
護
司
会
の
海
老
澤
正
男
会
長
か

ら
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
今
泉
文
彦
市
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
立
ち
直
り
を
支
え
る
の
は
地
域
の

力
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

6 月 2日
　７月は社会を明るくする運動強調月間

　

石
岡
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
使
い
、
地

元
酒
蔵
で
醸
造
し

た
純
米
大
吟
醸

酒
の
「
空
と
大
地

の
み
の
り
（
Ｊ
Ａ

新
ひ
た
ち
野
）」・

「
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ

（
Ｊ
Ａ
や
さ
と
）」

29
年
度
新
酒
完
成
に
つ
い
て
、
製
造
販
売
元
の
両

Ｊ
Ａ
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
原
材
料
の

生
産
か
ら
加
工
・
醸
造
・
販
売
ま
で
す
べ
て
が
メ

イ
ド
イ
ン
石
岡
。
各
Ｊ
Ａ
が
運
営
す
る
直
売
所
等

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

4 月 25 日　
JA 新ひたち野・JAやさと　新酒完成

　

石
岡
市
役
所
新

庁
舎
の
建
設
予
定

地
に
て
「
石
岡
市

新
庁
舎
建
設
工
事

安
全
祈
願
祭
」
が

執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
庁
舎
の
基

本
理
念
は
「
誰
も

が
利
用
し
や
す
く

安
全
で
安
心
で
き

る
庁
舎
」。
工
期
は
平
成
29
年
３
月
か
ら
平
成
30

年
10
月
の
予
定
で
す
。
現
在
、
新
庁
舎
の
模
型
が

市
役
所
本
館
入
口
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
）
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
ご
覧
に
な
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

4 月 27 日
　　　新庁舎建設工事安全祈願祭

　

４
月
か
ら
運
用

を
開
始
し
た
「
石

岡
市
住
民
参
加
型

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

ン
ド
支
援
事
業
」

の
趣
旨
に
賛
同
い

た
だ
い
た
常
陽
銀

行
、
筑
波
銀
行
か

ら
各
１
０
０
万
円

の
大
口
寄
附
が
あ

り
、
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
寄
附
金
を
中
心
市
街
地
の
看
板
建

築
や
八
郷
地
区
の
萱
葺
き
民
家
な
ど
の
修
景
補
助

事
業
に
活
用
し
、
さ
ら
な
る
地
の
魅
力
向
上
に
努

め
ま
す
。

5 月 29 日
　　まちづくりファンド寄附金授与式

　　　　　　　９　　　広報いしおか７月１日号　№２８２



齢
者
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
、
子

ど
も
、
学
生
、
働
く
人
、

体
の
不
自
由
な
人
、外
国
籍
の
人
。

　

地
域
に
は
、
多
様
な
考
え
方
を

持
ち
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
「
お
互
い
様
」
の
気
づ

か
い
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
頼
み
ご

と
・
困
り
ご
と
の
相
談
を
気
軽
に

で
き
る
地
域
の
人
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
悩
み
を
一
人
で
抱

え
込
ん
で
し
ま
い
、
虐
待
や
孤
独

死
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
問
題
が

深
刻
に
な
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
地
域
の
見

守
り
や
協
力
が
あ
れ
ば
、
未
然
に

防
げ
る
場
合
も
あ
る
の
で
す
。

地
域
課
題
を
解
決
す
る

　
　
　
　
　

   

計
画
を
策
定

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
住
民
参
加
に
よ
っ
て
必
要

な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
石
岡
市
地
域
福
祉
計
画

（
第
２
期
・
平
成
29
年
度
～
33
年

度
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
名
に
な
っ
て
い
る
「
地
域

福
祉
」
と
は
「
地
域
の
助
け
あ
い

に
よ
る
福
祉
」。
地
域
福
祉
を
進

め
、
す
べ
て
の
人
の
安
心
と
幸
せ

を
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る

　

   

地
域
福
祉
を
進
め
ま
す

　

地
域
福
祉
の
主
役
は
、
地
域
で

生
活
し
て
い
る
私
た
ち
自
身
。

　

助
け
合
い
の
あ
る
、
理
想
の
地

域
に
近
づ
け
て
い
く
た
め
に
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
住
民
、
地
域
活
動
団
体
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
と
も
連

携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

　
　
　

   

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
「
石
岡
市
地
域
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
た
こ
と
は
、
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
地
域
福
祉
充
実
へ
の
ス

タ
ー
ト
。

　

地
域
福
祉
を
担
う
主
体
そ
れ
ぞ

れ
が
協
力
し
合
い
、
役
割
を
果
た

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
こ
の
計
画
の
全
文
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
７
）

高

石岡市地域福祉計画（第２期）を策定

思いやり　支えあうまち　石岡へ

広報いしおか７月１日号　№２８２　　１０　　　　　　　

助け合って生きていく
　今年度から地域福祉計画（第 2期）がスタート



基本理念を達成するための４つの基本目標
１. お互いを尊重し笑顔と思いやりのある地域をつくります　
２. 自立した生活を支える地域をつくります
３. 健康で活気のある地域をつくります　　　　　　　　　　
４. 安心して暮らせる地域をつくります

　　　　　　　１１　　広報いしおか７月１日号　№２８２

基本理念
「お互いを思いやり支えあう　ずっと住み続けたいまち　いしおか」

人と人とのつながり創り

□介護予防教室や栄養管理などの学習会に参加し
　て、健康の保持に努めます。
□地域の福祉に関心を持ち、自分の知識や経験を
　生かしつつ、できることから活動に参加してい
　きます。
□区・町内会・自治会に積極的に加入し活動に参
　加します。
□民生委員・児童委員の活動について理解します。

地域の連携とネットワークを強める

□近隣で福祉サービスを
必要とする人がいれば関
係機関に連絡します。
□隣近所に新しい住民が
引越してきたら、地域の
行事を教えるなど声かけ
をするようにします。
□近所の家で郵便物が溜
まっていないか、電灯が
つきっぱなしになってい
ないか気にかけます。
□ボランティア活動に参
加します。

行政との協働を進める

□関係機関や団体と連携を図り連絡のできる関係
　を日ごろからつくり、地域の安全を守るよう努
　めます。
□必要な人に「在宅災害時要援護者避難支援台帳」
　の仕組みを知らせ、登録を勧めます。
□民生委員・児童委員と区・町内会・自治会が連
　携し情報を共有し、地域とのつながりを図ります。
□困ったときに身近で相談できる人や場をつくり
　ます。

地域での活動を活発にする

□社会福祉協議会の活動資金となる会費や共同募
　金に協力します。
□人や施設などの社会資源を活用し、地域住民が
　気軽に集まれる場所を確保します。
□よりよいサービスを行うため、利用者の目で　
　サービスを見直し、必要に応じて、行政へ意見
　提案をしていきます。
□サロン活動などの各事業に積極的に参加し、助
　けあえる関係を築きます。

助け合って生きていくために、一人ひとりができること
　地域に暮らす私たちが、住みやすい地域にするためにできることがあります。

在宅災害時
要援護者避難
支援台帳

◀災害時に自力で避難するの
が困難な方の登録を行い、同
意の上でその方の名簿を地域
の民生委員、自主防災組織な
どに提供し、日常生活での見
守りや災害時の避難支援情報
に活用する制度です。

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ



まちなかで働くという選択肢
平成 29 年度 中心市街地空き店舗補助金

対
象
者
／

1
新
規
出
店
を
考
え
て
い
る
個
人

ま
た
は
中
小
企
業
者
（
既
に
市
内

で
店
舗
を
営
業
中
の
人
も
含
む
）

2
こ
の
補
助
金
活
用
を
見
込
む
新

規
出
店
者
が
予
定
し
て
い
る
店
舗

の
所
有
者

対
象
業
種
／
小
売
・
飲
食
・
サ
ー

ビ
ス
業
（
倉
庫
業
・
風
俗
業
・
貸

金
業
な
ど
は
除
く
）

補
助
内
容
／

1
店
舗
改
装
費
・
店
舗
賃
借
料

店
舗
改
装
費
／
設
計
費
や
備
品

費
な
ど
を
除
く
経
費
の
一
部

１
４
０
万
円
も
し
く
は
実
額
の
い

ず
れ
か
少
な
い
額

店
舗
賃
借
料
／
月
額
の
店
舗
賃
借

料
の
半
額
で
、
限
度
額
は
３
万
円

（
最
長
12
か
月
、
保
証
金
・
敷
金
・

礼
金
や
仲
介
手
数
料
を
除
く
）

2
店
舗
修
繕
費
／
店
舗
の
貸
主
側

の
責
任
で
実
施
す
る
修
繕
費
の
１

／
６
以
内
で
限
度
額
は
50
万
円

※
御
幸
・
香
丸
・
中
町
・
守
木
通

り
に
面
す
る
店
舗
は
補
助
額
の
上

乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
／
年
度
内
の
工
事
完

了
な
時
期

※
申
請
か
ら
工
事
着
手
ま
で
に
は

３
か
月
弱
要
し
ま
す
。

石
岡
駅御幸通り

中
町
通
り

府中三丁目

守木町
郵便局

泉町

中央児童
公園

対象エリア

　空き店舗補助金を活用して平成 28年 1月
に出店した「美容室UNISON」の桜井伸也さ
ん（写真右）。石岡にお店を出して１年半。
出会った人たちはみんな温かかったと話す桜
井さん。「カットにいらしたお客さまに満足
していただけるように努めることはもちろん
ですが、まちなかのお店を紹介したり、相互
に盛り上げていけるようなことができたらと
思っています。これからも、つながりを大切
にしながら、ここでがんばっていきたい」と
話します。

中心市街地の対象エリアで空き店舗を活用し新規出店を考えている人のための支援制度です。

問い合わせの際に、氏名または法人名、連絡先をお聞きすることがあります。
■申し込み・問い合わせ　商工課（本庁）　☎ 23-1111（内線 483）

利用者ミニインタ
ビュー

香
丸
通
り

広報いしおか７月１日号　№２８２　　１２　　　　　　　

守
木
通
り

緑線に囲まれた内側のエリア。
※緑線の通りに入口が面して
　いる店舗も対象です。



育
て
世
帯
と
新
婚
世
帯
を

対
象
に
し
た
家
賃
助
成
制

度
で
す
。

対
象
者
／

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
、
市

内
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
に
住
む
子

育
て
世
帯
お
よ
び
新
婚
世
帯

助
成
額
／

　

家
賃
月
額
か
ら
勤
務
先
の
住
宅

手
当
を
引
い
た
額
で
月
額
上
限
は

２
万
円
。
最
長
36
か
月
分
を
交
付

し
ま
す
。

※
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

区
域
内
に
賃
貸
物
件
が
あ
る
場
合

は
上
限
が
２
万
３
０
０
０
円
に
な

り
ま
す
。

補
助
要
件
／

1
市
内
に
住
み
続
け
る
意
思
が
あ

る
こ
と

2
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
子

育
て
世
帯
・
新
婚
世
帯

【
子
育
て
世
帯
】
申
請
日
に
６
歳

に
達
す
る
以
降
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
の
児
童
を
含
む
世
帯

で
、
父
母
が
５
年
以
上
市
外
に
居

住
し
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に

転
入
し
た
世
帯
。

【
新
婚
世
帯
】
平
成
29
年
４
月
１

日
以
降
、
婚
姻
の
届
出
を
し
た
夫

婦
（
４
月
１
日
現
在
の
合
計
年
齢

が
70
歳
未
満
）
世
帯
。

3
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
で
あ
る

こ
と

※
市
営
住
宅
や
給
与
住
宅
な
ど
は

対
象
外
。

4
家
賃
（
共
益
費
・
管
理
費
・

駐
車
場
代
を
除
く
）
が
月
額

４
６
０
０
０
円
以
上

5
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

※
詳
し
い
補
助
要
件
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

子

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

子
育
て
世
帯
サ
ポ
ー
ト

メ
ニ
ュ
ー

第
３
子
以
降
児
童
の
保

育
料
の
無
料
化
等
支
援

　

所
得
に
応
じ
て
第
３
子
以
降
は

保
育
料
無
料
、
ま
た
は
一
定
額
の

支
援
が
あ
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
福
祉
課

す
く
す
く

　

赤
ち
ゃ
ん
ク
ー
ポ
ン

　

１
歳
未
満
児
の
紙
お
む
つ
を
無

料
で
交
換
で
き
る
「
す
く
す
く
赤

ち
ゃ
ん
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
発
行
。

問
こ
ど
も
福
祉
課

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
補
助

　

６
歳
未
満
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
購
入
に
最
大
５
０
０
０
円
補
助

し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

ベ
ビ
ー
カ
ー
＆
バ
ギ
ー

の
無
料
貸
し
出
し

　

貸
し
出
し
期
間
は
２
年
以
内
で

一
世
帯
一
台
ま
で
。（
使
わ
な
く

な
っ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
随
時
募
集

中
）

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

家
賃
を
助
成
し
ま
す

平
成
29
年
度
子
育
て
世
帯
・

　
　
　
　
　
新
婚
世
帯
家
賃
助
成

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
福
祉
課
（
本
庁
）　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

　　　　　　　１３　　広報いしおか７月１日号　№２８２



▼
８
月
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
緑

色
の
被
保
険
者
証
を
７
月
下
旬
ま

で
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
に
は
、
８

月
か
ら
１
年
間
適
用
と
な
る
自
己

負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
既
に
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

の
交
付
を
受
け
て
い
て
８
月
以
降

　新
し
い
被
保
険
者
証
と

　
　
　
　
　
　納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

も
該
当
す
る
人
に
は
、
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
新
し
い
認
定
証
を
送

付
し
ま
す
。

※
新
規
で
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
申
請
が
必
要
で
す
。

減
額
認
定
証
と
は
…
交
付
を
受
け

る
と
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

と
入
院
時
食
事
療
養
費
・
居
住
費

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

1
普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
付
）の
人

▼
７
月
下
旬
に
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

2
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人

▼
８
月
上
旬
に
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
決
定

さ
れ
た
額
を
、
年
金
か
ら
天
引
き

し
ま
す
。

※
年
金
天
引
き
の
人
は
、
口
座
振

替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
納
付
書
に
変
更
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）。

　

希
望
す
る
人
は
、
金
融
機
関
と

市
役
所
の
両
方
で
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
29
年
度
の
保
険
料
率
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
均
等
割
額

３
万
９
千
５
百
円
、
所
得
割
率

８
％
で
す
。
保
険
料
の
賦
課
限
度

額
（
上
限
額
）
は
57
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
あ

わ
せ
て
保
険
料
（
均
等
割
・
所
得

割
）
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

☜
申
請
・
手
続
き
に
つ
い
て
は

 

・
保
険
年
金
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３・１
１
１
１
（
内
線
１
４
５
）

☜
保
険
料
の
内
容
に
つ
い
て
は

 

・
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

事
業
課

　

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
３

保険証
送付

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

納
入
通
知
書
と
納
付

▼
70
〜
75
歳
未
満

の
人
に
は
、
前
期

高
齢
者
と
し
て「
国

民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

受
給
者
証
は
毎
年
８
月
に
更
新
さ

れ
る
た
め
、
７
月
下
旬
に
新
し
い

も
の
を
お
送
り
し
ま
す
。

窓
あ
き
封
筒
で

　
　
　
　お
送
り
し
ま
す

▼
今
年
度
か
ら
受
給
者
証
は
「
窓

あ
き
封
筒
」
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

送
付
し
た
用
紙
か
ら
受
給
者
証

を
切
り
離
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

 

減
額
認
定
証
の
交
付

 

新
し
い
被
保
険
者
証

住
民
税
非
課
税
世
帯
対
象

29
保
険
料
率
は
変
更
無
し

こくほ
加入者

70
歳
〜
75
歳
未
満
対
象

国
民
健
康
保
険

 

　高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

８
月
か
ら
新
し
い

　
　
　受
給
者
証
に

負
担
割
合

区

　
　分

１
割
負
担
昭
和
19
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
の
人

２
割
負
担
昭
和
19
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
人

３
割
負
担
現
役
並
み
所
得
者

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

▼
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己

負
担
割
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
現
役
並
み
所
得
者
と
は
？

　

同
一
世
帯
に
一
定
の
所
得
（
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
）
以
上
の

70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
が
い
る

世
帯

「
基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
」

　
　
　が
同
封
さ
れ
て
い
た
人
は

▼
申
請
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
３
割
負
担
か
ら
２

割
ま
た
は
１
割
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３・１
１
１
１
（
内
線
１
４
７
）

▲新しい被保険者証

負担割合（1割・3割）

▲新しい受給者証

広報いしおか７月１日号　№２８２　　１４　　　　　　　



国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

▼
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比

べ
、年
金
額
は
半
分
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
万
６
４
９
０
円
（
月
額
）
で
す
。
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
と
き

は
、
次
の
三
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
申
請

は
、
原
則
毎
年
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
申
請
日
よ
り
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

▼
一
部
免
除
し
た
期
間
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比

べ
、
年
金
額
は
８
分
の
３
か
ら
８

分
の
１
程
度
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

一
部
免
除
の
所
得
基
準
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険
料
が

未
納
の
場
合
、
そ
の
期
間
の
一
部

免
除
が
無
効
に
な
り
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
障
が
い
や
死
亡
と

い
っ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場

合
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

全額免除になる
　　　　前年所得の基準

申請者本人、配偶者、世帯主
それぞれ
（扶養親族等の数＋１）×
　35万円＋ 22万円　   以内

1
全
額
免
除
制
度

2
一
部
免
除
制
度

▼
「
年
金
制
度
に
将
来
は
な
い
か

ら
保
険
料
は
納
め
な
い
」
と
考
え

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
や
死
亡

の
た
め
の
備
え
で
も
あ
り
ま
す
。

▼
未
納
を
続
け
て
い
る
と
、
将
来

や
っ
ぱ
り
年
金
が
欲
し
い
と
思
っ

た
時
に
「
受
給
資
格
期
間
」
を
満

た
す
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

▼
保
険
料
納
付
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
猶
予
制
度
の
利
用
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

納
付
猶
予
制
度

▼
50
歳
未
満
の
人
に
限
り
、
世
帯
主

の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

3
猶
予
制
度

学生納付特例制度
前年所得の基準
申請者本人

118 万円 ＋（扶養親族等の数× 38万円）

　＋　社会保険料控除額等以内

国 民
年 金

■ 問い合わせ　
日本年金機構 土浦年金事務所
☎ 029-825-1170
保険年金課（本庁）　　
☎ 23-1111（内線 138）

前年所得の基準
申請者本人、配偶者それぞれ

（扶養親族等の数＋１）×

　35万円＋ 22万円　以内

納付猶予制度

学
生
納
付
特
例
制
度

▼
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１
年
以

上
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
在
学
者
が
対
象
で

す
。

▼
不
慮
の
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
・
病

気
な
ど
で
身
体
に
障
が
い
が
残
っ

た
場
合
に
受
け
取
れ
る
障
害
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
の
免
除
・
猶
予
の

申
請
は
７
月
か
ら
受
付
を
し
ま

す
。

※
学
生
納
付
特
例
は
４
月
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
時
の
注
意
点

・
全
額
免
除
制
度
や
一
部
免
除
制

度
の
申
請
に
は
、
申
請
者
本
人
の

ほ
か
、
配
偶
者
と
世
帯
主
も
所
得

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
納
付
猶
予
の
申
請
は
、
申
請
者

本
人
・
配
偶
者
の
所
得
で
判
定
さ

れ
ま
す
。

・
平
成
29
年
７
月
〜
30
年
６
月
分

の
申
請
は
、
平
成
28
年
中
の
所
得

で
判
定
さ
れ
ま
す
。

▼
国
民
年
金
の
免
除
・
猶
予
制
度

ほ
か
、
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
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台
厚
生
施
設
組
合
で
は
、

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
更

新
に
向
け
、
事
前
環
境
調
査
の
一

つ
と
し
て
、
法
令
に
基
づ
く
環
境

影
響
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
評
価
は
、
事
業
に
よ
っ
て

周
辺
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
、
事
前
に
調
査
・
予
測

な
ど
を
行
い
、
環
境
保
全
の
観
点

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
良

い
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
１
年
の
調
査
期
間

を
経
て
、
素
案
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
募

集
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

新
広
域
ご
み
処
理
施
設 

　
　
環
境
影
響
調
査
書
（
案
）
へ
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
を
募
集
し
ま
す

縦
覧
期
間
／
８
月
１
日
火

　
　
　
　
　
　
　

〜
８
月
31
日
木

縦
覧
方
法
／

　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
Ｈ
Ｐ
で
閲

覧
す
る
か
、
各
窓
口
で
受
付
の
う

え
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

調
査
書
（
案
）
の
貸
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
。（
コ
ピ
ー
可
）

※
窓
口
縦
覧
場
所
に
、
調
査
書

（
案
）、
意
見
書
様
式
、
意
見
書
投

函
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所
／

①
霞
台
厚
生
施
設
組
合
Ｈ
Ｐ

②
窓
口
（
６
か
所
）

・
霞
台
厚
生
施
設
組
合
建
設
計
画
課

・
石
岡
市 

生
活
環
境
課
（
本
館
）

・
小
美
玉
市 

環
境
課
（
本
庁
舎
）

・
小
美
玉
市 

玉
里
総
合
支
所

　

 

玄
関
ロ
ビ
ー

・
か
す
み
が
う
ら
市 

環
境
保
全
課

　
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

・
茨
城
町 

み
ど
り
環
境
課

※
各
窓
口
対
応
は
開
庁
日
の
み

提
出
方
法
／

　

窓
口
持
参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
提
出

※
所
定
様
式
あ
り
。
任
意
様
式
を

使
用
す
る
と
き
は
、
住
所
・
氏
名

（
法
人
・
団
体
名
）・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
／

　

９
月
15
日
金（
郵
送
時
は
必
着
）

意
見
書
の
公
表
／

　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
取
り

ま
と
め
の
う
え
、
霞
台
厚
生
施
設

組
合
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

提
出
先
／

　

霞
台
厚
生
施
設
組
合

　
　

建
設
計
画
課

　

☎
５
６
・
７
７
７
３　

　

kd-kensetsu@outlook.jp

境
影
響
調
査
書
（
案
）
の

縦
覧
に
合
わ
せ
、
調
査
の

趣
旨
・
内
容
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
９
日
水
午
後
２
時
〜 

場
所
／
小
美
玉
市
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
コ
ス
モ
ス
２
階
集
会
室

（
小
美
玉
市
高
崎
２
９
１
番
地
１
）

申
込
方
法
／
電
話
申
し
込
み

※
氏
名
・
住
所
・
２
人
以
上
の
申

し
込
み
の
場
合
は
同
行
者
の
人
数

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

申
込
締
切
／
８
月
７
日
月

注
意
事
項
／

・
説
明
会
で
は
、
本
調
査
に
係
る

説
明
・
質
問
の
み
を
お
受
け
し
ま

す
。

・
ご
意
見
な
ど
は
、
提
出
期
限
内

に
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
・
説
明
会
の
問
い
合
わ
せ

　

霞
台
厚
生
施
設
組
合

　
　

建
設
計
画
課

　

☎
５
６
・
７
７
７
３

　
ＨＰhttp://kasum

idai.or.jp

縦
覧
の
概
要

意
見
書
の
提
出

霞 意見
募集

環

留
意
事
項
／

・
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
氏
名

な
ど
の
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報

を
除
き
、
す
べ
て
公
開
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
提
出
締
切
ま
で
に
届
か
な
か
っ
た

も
の
、
ま
た
、
次
の
①
〜
⑤
に
該

当
す
る
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

①
個
人
や
特
定
の
団
体
を
誹
謗
中

　

傷
す
る
も
の

②
個
人
や
特
定
の
団
体
の
財
産
ま

　

た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

　

る
も
の

③
個
人
や
特
定
の
団
体
の
著
作
権

　

を
侵
害
す
る
も
の

④
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

⑤
営
業
活
動
等
営
利
を
目
的
と
し

　

た
も
の

・
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
個

別
で
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

説
明
会
を
開
催
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茨
城
県
出
身
！

  
リ
オ
五
輪 

団
体 

銀   

17'
世
界
卓
球 

混
合
ダ
ブ
ル
ス 

金
メ
ダ
リ
ス
ト

　

吉
村 
真
晴
選
手
に
よ
る
卓
球
教
室

▼
リ
オ
五
輪
の
団
体
戦
銀
メ
ダ

ル
、
世
界
卓
球
の
混
合
ダ
ブ
ル
ス

で
金
メ
ダ
ル
と
、
今
大
活
躍
の
吉

村
選
手
が
石
岡
に
！

　

卓
球
の
魅
力
と
楽
し
さ
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
実
技

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

超
一
流
選
手
に
指
導
し
て
い
た

だ
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

集
ま
れ
未
来
の
メ
ダ
リ
ス
ト
！

日
時　

８
月
５
日
土

　
　

午
前
９
時
受
付
・
10
時
開
会

場
所　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

　
　
　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

申
込
締
切　

７
月
31
日
月

持
ち
物　

上
履
き
・
卓
球
用
具

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
支
所
）

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
２
３
２
）

 ■経歴（茨城県東海村生まれ）
　秀光中学校、野田学園中・高等学校、愛知工業大
　学を経て、現在は名古屋ダイハツ所属のプロ卓球
　選手として大活躍中！
 ■主な戦績
　▶2011 年
　・全国高等学校総合体育大会 ダブルス 優勝
　・アジアジュニア卓球選手権大会
　　シングルス 優勝 
　▶ 2012 年
　・全日本卓球選手権大会 シングルス 優勝 
　▶ 2015 年
　・スペインオープン シングルス 優勝
　・クロアチアオープン シングルス 優勝 
　▶ 2016 年
　・全日本卓球選手権大会 シングルス ベスト 4
　・世界卓球団体戦 準優勝 
　・リオデジャネイロオリンピック
　　団体戦 準優勝！（銀メダル） 
　▶ 2017 年
　・LIONカップジャパントップ 12 準優勝
　・世界卓球混合ダブルス優勝！（金メダル）

吉村選手プロフィール

趣味
講座

ひ
ま
わ
り
の
館 

講
座

▶はじめての人に親切・楽しく・丁寧
　に教えます。
日時／ 8月 11・25日、9月 8・22日
　　   全 4回 毎週金 午前 10時～正午
講師／小林 正江先生
定員／ 10 人
参加費／無料

はじめての大正琴教室
▶まっすぐ編める
　　　軽やかプルオーバー！
日時／ 8 月 3・10・24・31日
　　    全 4 回 毎週木 
　　　午前 10時～正午
講師／小島 和子先生
定員／ 20 人
参加費／毛糸代（10玉）
　　　　4,536 円（税込）

ニット講習会

申込期間／ 7 月 4日火～ 12日水
　※月曜休館。定員超過時は抽選
申込時間／午前 8時 30分～午後５時
申込方法／直接または電話で申し込み
■問い合わせ
　ふれあいの里石岡 ひまわりの館
　☎ 35-1126

▶ハワイの曲を聞きながら楽しく体を
　動かしましょう！
日時／ 8月 2・23・30日水
　　　　午前 11時～正午
　　　 8 月 8日火
　　　　午後 3時 30分～ 4時 30分
講師／菱沼 淳美先生　定員／ 20 人　
参加費／無料

やさしいフラダンス教室▲作品例
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市役所への問い合わせは・・・
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

イ

ベ

ン

ト

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

の
ぞ
み
納
涼
祭
を
開
催

▼
施
設
内
に
お
い
て
、
模
擬
店
や

　

屋
台
ゲ
ー
ム
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

に
よ
る
催
し
物
を
お
楽
し
み
い

　

た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越

　

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
15
日
土

　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

場
所
／
大
砂
１
０
５
２
７
番
地
６

※
駐
車
場
は
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

ひ
ま
わ
り
の
館
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ぞ
み

　

☎
２
７
・
５
５
０
１

手
作
り
太
鼓
と
リ
ズ
ム
あ

そ
び
で
広
が
る
音
楽
体
験

▼
作
っ
た
楽
器
で
リ
ズ
ム
ア
ン
サ

　

ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う
。

日
時
／
７
月
29
日
土

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ

　

り
の
館  

研
修
室

対
象
／
４
歳
～
中
学
生

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
／
５
０
０
円

定
員
／
30
人
程
度

申
込
締
切
／
７
月
20
日
木

※
当
日
は
昼
食
を
持
参
。

問
全
国
生
涯
学
習
音
楽
指
導
員
協

　

議
会
茨
城
支
部
（
大
西
）

　

☎
０
９
０
・８
４
４
４
・７
９
３
５

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

（
書
評
大
会
）
出
場
者
募
集

▼
自
分
で
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ

　

た
本
を
持
ち
寄
り
、
５
分
間
で

　

そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
観

　

覧
者
が「
読
み
た
く
な
っ
た
本
」

　

に
投
票
を
し
て
優
勝
者
を
決
め

　

る
大
会
で
す
。

日
時
／
８
月
26
日
土
午
前
10
時
～

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

　

わ
り
の
館

参
加
条
件
／
中
高
生
・
大
学
生
・

　

一
般

定
員
／
各
４
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切
／
８
月
10
日
木

参
加
費
／
無
料

※
出
場
者
全
員
に
図
書
券
進
呈

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

夏
休
み
親
子
生
活
教
室

親
子
で
県
消
費
生
活

　

セ
ン
タ
ー
へ
行
こ
う
！

▼
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
ぴ
っ
た

　

り
！
親
子
で
楽
し
く
学
び
ま
し

　

ょ
う
。「
お
金
を
大
切
に
使
お

　

う
」
の
講
話
も
あ
り
ま
す
。

1
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ン
プ

　

を
作
ろ
う

日
時
／
７
月
26
日
水

　

①
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
午
後
12
時
30
分

　

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
／
小
学
３
～
６
学
年
と
同
伴
者

持
参
品
／
ハ
サ
ミ
・
筆
記
用
具

2
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
に
つ
い
て
調
べ

　

て
み
よ
う

日
時
／
７
月
31
日
月

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午　

対
象
／
小
学
１
～
３
学
年
と
同
伴
者

持
参
品
／
筆
記
用
具

◀
以
下
1
・
2
共
通

参
加
費
／
無
料

定
員
／
各
講
座
20
組
40
人（
先
着
順
）

場
所
／
水
戸
合
同
庁
舎
２
階
研
修
室

申
込
期
間
／
７
月
３
日
月

　
　
　
　
　
　
　

～
７
月
14
日
金

申
込
方
法
／
電
話
申
し
込
み

問
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

　

試
験
課 

　

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
４
７
２
２

情報ネットワーク

市内の月間交通事故件数【5/31 現在】
・発生件数　　　14 件　（  -5）
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看
護
職
カ
ム
バ
ッ
ク
支
援

セ
ミ
ナ
ー

▼
看
護
の
仕
事
に
復
帰
し
た
い
が

　

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
、
技
術
に
不

　

安
が
あ
る
、
一
歩
踏
み
出
せ
な

　

い
、
そ
ん
な
あ
な
た
を
応
援
し

　

ま
す
。

対
象
／

①
離
職
後
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
未
就
業

　

の
看
護
職
で
就
業
を
希
望
し
て
い

　

る
人
（
離
職
期
間
制
限
な
し
）

②
復
職
後
１
年
未
満
で
看
護
技
術

　

に
不
安
の
あ
る
看
護
職

内
容
／
講
義
研
修
（
５
日
間
）・

　

実
務
研
修
（
５
日
～
10
日
間
）

場
所
／
県
内
５
地
域
で
開
催
（
県

　

央
・
県
北･

県
西
・
鹿
行
・
県
南
）

※
講
義
研
修
時
は
託
児
可
能

申
込
期
間
／
６
月
１
日
木

　
　
　
　
　
　
　

～
７
月
10
日
月

申
込
方
法
／
申
込
書
を
提
出
。
詳

　

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
茨
城
県
看
護
協
会

　

茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
７
０
２
１

元
気
い
ば
ら
き

　
　

就
職
面
接
会
を
開
催

▼
複
数
の
企
業
人
事
担
当
と
直
接

　

会
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
事
前

　

申
込
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す

　

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
12
日
水

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付 

午
後
１
時
～
）

場
所
／
県
水
戸
合
同
庁
舎
２
階

対
象
／
学
生
を
除
く
若
年
者

　

離
職
中
な
ど
の
求
職
者

参
加
事
業
所
／
約
30
社

問
県
労
働
政
策
課
い
ば
ら
き
就
職
・

　

生
活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
・
２
３
３
・
１
５
７
６

裁
判
所
事
務
官
・
高
卒
者
区
分

裁
判
所
職
員
一
般
職
試
験

申
込
期
間
／

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
７
月
11
日
火 

　

午
前
10
時
～
20
日
木

②
郵
送　

７
月
11
日
火
～
14
日
金 

　

※
14
日
消
印
有
効
。
郵
送
時
は

　

必
ず
簡
易
書
留
で
提
出

第
一
次
試
験
日
／
９
月
10
日
日

　

基
礎
能
力
試
験（
多
肢
選
択
式
）

　

作
文
試
験

第
二
次
試
験
日
／
10
月
13
日
金
～

　

26
日
木 

人
物
試
験（
個
別
面
接
）

受
験
案
内
／
裁
判
所
Ｈ
Ｐ
・
窓
口

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

　

課
人
事
第
一
係

　

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
８
４
２
１

在
職
者
訓
練

　

電
気
工
事
士
受
験
対
策

▼
第
一
種
・
第
二
種
電
気
工
事
士

　

筆
記
試
験
対
策
の
講
座
参
加
者

　

を
募
集
し
ま
す
。

1
第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策

日
時
／
９
月
７
・
12
・
14
・
19
・

　

21
・
26
日　

午
後
６
時
～
９
時

2
第
一
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策

日
時
／
９
月
９
・
16
・
23
日

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◀
以
下
1
・
2
共
通

受
講
料
／
２
９
８
０
円

定
員
／
各
15
人（
超
過
時
は
抽
選
）

申
込
期
間
／
７
月
10
日
月

　
　
　
　

～
７
月
31
日
月
必
着

申
込
方
法
／
土
浦
産
業
学
院
Ｈ
Ｐ
ま

　

た
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ
キ
申
込

　

時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
２
９
・
８
４
１
・
３
５
５
１

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
　

受
講
者
募
集

▼
介
護
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、
就

　

業
を
目
指
す
た
め
の
研
修
で
す
。

期
間
／
９
月
１
日
金

　
　

～
10
月
10
日
火
（
25
日
間
）

場
所
／
ニ
チ
イ
学
館
土
浦
教
室　

　
（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
３
ウ
ラ

　
　

ラ
３ 

６
階
）

対
象
／
全
日
程
参
加
可
能
な
、
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
ま
た
は

　

満
60
歳
以
上
の
入
会
希
望
者

定
員
／
20
人
（
選
考
有
り
）

受
講
料
／
無
料

申
込
締
切
／
８
月
10
日
木

※
応
募
多
数
の
場
合
早
期
締
切

問
（
公
社
）
石
岡
地
方
広
域
シ

　

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
３
３
９
９

働
く
パ
パ
・
マ
マ
向
け

　
　

お
片
付
け
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
々
忙
し
く
働
い
て
い
る
皆
さ

　

ん
、
片
付
け
や
収
納
が
お
ろ
そ

　

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
時

　

短
・
簡
単
・
お
片
付
け
術
を
学

　

ん
で
、
家
庭
生
活
と
仕
事
の
両

　

立
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
８
月
５
日
土

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

　

わ
り
の
館　

介
護
研
修
室

講
師
／
塚
本
英
代
氏
（
整
理
収
納

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
級
認
定
講
師
）

参
加
費
／
無
料

定
員
／
50
名
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り

申
込
方
法
／
電
話
申
し
込
み

問
1
政
策
企
画
課
（
内
線
２
２
３
）
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市役所への
　問い合わせは・・・
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

平
成
28
年
度

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
実
績

▼
昨
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の
人
か

　

ら
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
寄

　

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

寄
附
金
は
、
教
育
・
福
祉
・

　

地
域
の
魅
力
向
上
な
ど
、
今
後

　

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い

　

き
ま
す
。

件
数
／
２
万
６
５
３
６
件

寄
附
総
額
／

　

３
億
７
４
２
６
万
４
８
８
７
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
返
礼
品

　
　

参
加
事
業
者
募
集
中

▼
返
礼
品
で
市
の
魅
力
を
一
緒
に

　

発
信
し
て
く
れ
る
事
業
者
を
募

　

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
1
管
財
課
（
内
線
５
１
１
）

７
月
９
日
日

　

休
日
臨
時
窓
口
を
開
設

▼
住
民
税
の
課
税
額
が
確
定
し
、

　

証
明
が
必
要
な
人
が
多
く
な
る

　

時
期
に
合
わ
せ
、
証
明
書
交
付

　

の
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
９
日
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

開
設
窓
口
／

・
本
庁　

市
民
課
・
税
務
課
・
収

　

納
対
策
課

・
支
所

　市
民
窓
口
課

取
扱
業
務
／

①
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
・

　

市
税
等
の
証
明
書
の
交
付

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

　

・
交
付
（
本
庁
の
み
）

③
市
税
の
納
税
相
談
・
納
付
（
本

　

庁
の
み
）

※
対
応
業
務
が
①
～
③
に
限
ら
れ
ま

　

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
1
市
民
課
（
内
線
１
３
９
）

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
設
置
に

　
　
　
　
　
　
　

補
助
金

対
象
者
／
市
内
在
住
で
、
市
内
の

　

直
売
所
な
ど
へ
出
荷
す
る
園
芸

　

作
物
を
生
産
し
て
お
り
、
次
の

　

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
定
年
退
職
な
ど
に
よ
り
新
た
に

　

就
農
す
る
65
歳
未
満
の
人

②
就
農
し
て
か
ら
５
年
未
満
か
つ

　

45
歳
未
満
の
人

③
新
た
な
園
芸
作
物
の
栽
培
ま
た

　

は
園
芸
作
物
の
生
産
規
模
の
拡

　

大
に
取
り
組
む
人

対
象
経
費
／
新
規
の
園
芸
作
物
施

　

設
と
し
て
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
設
置

　

に
要
す
る
費
用
（
か
ん
水
施
設

　

設
置
費
用
含
む
）

補
助
額
／
対
象
経
費
の
３
分
の
１

　

以
内
の
額
（
上
限
額
20
万
円
）

※
か
ん
水
施
設
も
設
置
し
た
場
合

　

は
上
限
30
万
円

申
請
期
限
／
７
月
28
日
金

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
２
）

食
用
廃
油
の
回
収

▼
八
郷
地
区
の
人
を
対
象
に
、
食

　

用
廃
油
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　

職
員
が
ご
自
宅
ま
で
伺
い
ま
す

　

の
で
、
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

回
収
日
／

①
７
月
13
日
木　

柿
岡
・
小
幡
・

　

葦
穂
・
恋
瀬
地
区

②
７
月
14
日
金　

瓦
会
・
園
部
・

　

林
・
小
桜
地
区

申
込
方
法
／
回
収
日
の
前
日
ま
で

　

に
電
話
で
申
し
込
み

問
2
支
所
総
務
課

　
　
（
内
線
１
３
３
５
）

道
路
へ
の
倒
木

枝
の
張
り
出
し
に
ご
注
意
！

▼
市
内
の
道
路
で
、
枝
の
張
り
出

　

し
な
ど
に
よ
り
通
行
の
妨
げ
に

　

な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
そ
の
樹
木
が
原
因
で
事

　

故
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
の

　

所
有
者
に
責
任
が
問
わ
れ
る
こ

　

と
も
あ
り
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
各

　

地
区
や
自
宅
周
辺
の
環
境
整
備

　

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

作
業
時
の
注
意
点

・
電
線
や
電
話
線
の
近
く
で
作
業

　

す
る
際
は
、
東
京
電
力
（
株
）、

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
車
両
や
歩
行
者
に
十
分
注
意
し

　

安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

問
1
道
路
建
設
課
（
内
線
２
７
９
）

地
域
活
動
飲
料
水
提
供
制
度

▼
市
で
は
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

　

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地

　

区
で
自
主
的
に
草
刈
り
や
清
掃

　

を
行
う
場
合
、
飲
料
水
の
提
供

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

（
内
線
１
４
１
）

情報ネットワーク

お

知

ら

せ

広報いしおか７月１日号　№２８２　　２０　　　　　　　

広　告　掲　載　欄



災
害
時
協
力
井
戸
を
追
加

▼
協
力
井
戸
は
、
災
害
時
に
近
隣
の

　

皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る
飲
料
水
・

　

生
活
用
水
の
水
源
を
確
保
す
る

　

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
28
日
に
半
田
地
区
内
で
２

　

か
所
の
井
戸
が
追
加
さ
れ
た
こ

　

と
に
よ
り
、
飲
料
水
14
か
所
、

　

生
活
用
水
９
か
所
の
合
計
23
か

　

所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

追
加
さ
れ
た
井
戸

■
協
力
者
①
／ 

原
田 

文
普
さ
ん

　

場
所
／
半
田
１
１
８
１
番
地

　

提
供
区
分
／
飲
料
水

■
協
力
者
②
／
島
田 

光
男
さ
ん

　

場
所
／
半
田
１
７
０
６
番
地
１

　

提
供
区
分
／
生
活
用
水

　

「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

有
料
広
告
掲
載
に

ご
協
力
く
だ
さ
い  

▼
市
で
は
、
万
が
一
の
災
害
へ
の
備

　

え
や
災
害
が
起
き
た
と
き
の
対

　

処
法
な
ど
、
様
々
な
情
報
を
ま
と

　

め
た「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、

　

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働   

　

事
業
に
よ
り
発
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
担
当
者
が
市
内
の

　

各
企
業
・
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
、

　

広
告
掲
載
の
お
願
い
を
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

　

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
つ
く
ば
支
店

　

☎
０
２
９
・８
５
８
・０
５
７
０

　

1
防
災
対
策
課
（
内
線
２
５
６
）

　7 月 5日水
全国一斉情報伝達訓練を実施

▶大地震などの非常事態に備え、全国
　瞬時警報システム（Ｊアラート）に
　よる情報伝達の訓練を行います。
　防災無線などから訓練放送が流れま
　すのでご理解をお願いします。
日時／ 7 月 5 日水 午前 10 時 15 分～
放送内容／「だだいまから訓練放送を行
　います」「緊急地震速報、大地震です」
全国瞬時警報システム（J アラート）とは
／国民保護情報、特別警報、緊急地震
　速報などの緊急情報を、瞬時に伝達
　するシステムです。
■問い合わせ
1 防災対策課（内線 256）

※
そ
の
他
の
登
録
地
は
市
Ｈ
Ｐ
を

　

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
1
防
災
対
策
課
（
内
線
２
５
６
）

蚊
媒
介
感
染
症
防
止

水
た
ま
り
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
！

▼
蚊
媒
介
感
染
症
と
は
、
デ
ン
グ

　

熱
・
ジ
カ
熱
・
チ
ク
ン
グ
ニ
ア

　

熱
・
日
本
脳
炎
・
マ
ラ
リ
ア
な

　

ど
、
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
で
広

　

が
る
感
染
症
の
総
称
で
す
。
予

　

防
す
る
た
め
に
は
、「
蚊
を
発

　

生
さ
せ
な
い
対
策
」「
蚊
に
刺

　

さ
れ
な
い
対
策
」
を
す
る
こ
と

　

が
大
切
で
す
。

蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

・ 

住
ま
い
の
周
辺
に
水
た
ま
り
を

　

作
ら
な
い
よ
う
に
す
る

・ 
バ
ケ
ツ
、
植
木
鉢
、
古
タ
イ
ヤ
、

　

じ
ょ
う
ろ
な
ど
を
雨
ざ
ら
し
に

　

し
な
い

・ 

定
期
的
に
草
刈
り
を
す
る

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

・ 

で
き
る
だ
け
肌
の
露
出
を
避
け
る

・ 

室
内
で
も
蚊
取
り
線
香
や
蚊
帳

　

を
使
う

・ 

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
正
し
く
使
う

問
県
保
健
福
祉
部
保
険
予
防
課

　

健
康
危
機
管
理
対
策
室

　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
２
１
９

平
成
28
年
度
障
が
い
者
就

労
施
設
等
か
ら
の
物
品
・

役
務
の
優
先
調
達
実
績

▼
障
が
い
者
優
先
調
達
推
進
法
に

　

基
づ
き
、
市
の
昨
年
度
実
績
を

　

公
表
し
ま
す
。

調
達
実
績 

１
２
４
万
３
５
９
２
円

（
内
訳
）

　

物
品　

92
万
５
７
９
２
円

　

役
務　

31
万
７
８
０
０
円

問
1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
３
）

無
料
税
務
相
談

日
に
ち
／
８
月
１
・
８
日
火
・
17

　

日
木　

※
事
前
予
約
制

場
所
／
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦

　

支
部 

税
務
相
談
所
（
土
浦
市

　

民
会
館
隣
り
）

定
員
／
各
日
３
人
ま
で

申
込
方
法
／
電
話
申
し
込
み

※
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
10
時

　

～
午
後
２
時

問
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

　

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
５
０
５
５
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あなたの想い　聞かせてください！

市
長
日
記
vol.38

６
月
3
日
（
土
） 

運
動
会
と
子
ど
も
た
ち 

　

初
夏
に
開
催
さ
れ
る
運
動
会
は

瓦
会
小
、
北
小
、
東
小
の
３
校
で

す
。
こ
の
日
、私
と
松
隈
副
市
長
、

櫻
井
教
育
長
と
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担

し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

　

私
が
訪
ね
た
瓦
会
小
は
、全
校
児

童
60
名
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
学

校
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
や
る

気
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
キ
ビ
キ
ビ
と

し
た
動
き
で
入
場
し
て
き
ま
し
た
。

「
少
人
数
で
す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
良
い
で
す
よ
」
と
大
倉
宏
一

校
長
が
自
慢
げ
に
言
い
ま
し
た
。 

　

爽
や
か
な
晴
天
の
も
と
、
心
地

よ
い
風
が
吹
く
校
庭
に
眼
を
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
か
せ
た
子
ど
も
た
ち
が

集
い
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
を
取
り
囲

む
テ
ン
ト
に
は
地
元
瓦
会
地
区
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
そ
の
動
き
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
周
囲

に
は
加
波
山
か
ら
難
台
山
の
山
並

み
が
ゆ
っ
た
り
と
地
域
を
包
み
込

ん
で
い
ま
す
。 

　
「
校
長
先
生
、
最
高
の
舞
台
で

す
ね
」
豊
か
な
自
然
と
優
し
い
眼

差
し
に
囲
ま
れ
て
、
子
ど
も
た
ち

は
心
か
ら
運
動
会
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
す
。 

　
「
東
小
は
確
か
こ
の
10
倍
近
い

5
5
0
人
の
運
動
会
で
す
よ
」

来
賓
の
１
人
が
言
い
ま
し
た
。 

　
「
そ
こ
に
い
る
男
の
子
の
通
う

つ
く
ば
市
の
小
学
校
は
、
8
0
0

人
だ
そ
う
で
す
」
校
長
先
生
が
指

さ
し
ま
し
た
。 

　
「
上
に
は
上
が
い
ま
す
ね
。
あ
、

そ
う
だ
、
昭
和
10
年
代
の
石
岡
小

学
校
、
当
時
は
国
民
学
校
と
改
称

し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

全
校
児
童
3
1
0
0
人
を
超
え
、

運
動
会
は
2
日
が
か
り
だ
っ
た

そ
う
で
す
」
私
は
先
輩
方
の
話
を

思
い
出
し
て
言
い
ま
し
た
。 

　
「
私
も
、
大
阪
に
住
ん
で
い
た

時
は
マ
ン
モ
ス
校
で
、
３
年
以
下

と
４
年
以
上
に
分
け
て
の
2
日

間
で
し
た
」
校
長
先
生
は
転
勤
族

だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　

グ
ラ
ン
ド
で
は
ス
タ
ー
ト
の
ピ

ス
ト
ル
が
鳴
っ
て
、
１
年
生
の
駆

け
っ
こ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
さ

な
身
体
で
懸
命
に
走
る
姿
は
、
思

わ
ず
声
援
と
拍
手
に
力
が
入
り
ま

す
。 

　

２
年
生
か
ら
学
年
が
上
が
る
に

つ
れ
て
、
迫
力
を
増
し
て
熾
烈
な

競
走
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
だ
ん
だ

ん
身
を
乗
り
出
し
て
応
援
に
熱
中

し
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
地
域
を

あ
げ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む
姿

が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

 

〜
む
ら
さ
き
匂
う 

加
波
筑
波 

　

む
か
し
を
し
の
ぶ 

瓦
塚 

　

こ
の
け
が
れ
な
い 

ふ
る
さ
と
の 

　

す
が
た
そ
の
ま
ま 

伸
び
ゆ
く

　

わ
れ
ら 

　

瓦
会
小
学
校 
〜

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
が
、こ

の
校
歌
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

文　

今
泉 

文
彦 

▲ゴールまで全力疾走！めざせ１等賞！

広報いしおか７月１日号　№２８２　　２２　　　　　　　

▼
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、

　

市
長
自
ら
地
域
や
団
体
の
皆

　

さ
ん
の
も
と
に
出
向
き
、
よ

　

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　

に
お
話
を
伺
う
制
度
で
す
。

 

幅
広
い
テ
ー
マ
で

　
　
開
催
し
て
い
ま
す

▼
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
団
体
が

　

抱
え
る
課
題
や
市
政
の
将
来

　

な
ど
に
つ
い
て
、
色
々
な
テ

　

ー
マ
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
■
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
テ
ー
マ

　

農
業
・
観
光
振
興

　

地
区
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

　

私
た
ち
に
で
き
る
地
域
子
育
て

　

協
働
の
地
域
づ
く
り

　

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

男
女
協
働
参
画
推
進

　

生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

申
込
方
法

▼
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
当
日

　

の
参
加
者
が
10
人
以
上
を
見

　

込
む
地
区
・
団
体
が
対
象
で
す
。

　

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
、
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
は
、
申
込
者
の
方
で
ご

　

用
意
く
だ
さ
い
。

　
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

秘
書
広
聴
課
（
本
庁
）

　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

市
長
と
話
そ
う

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

参
加
者
募
集
中
！



恐
怖
の
お
化
け
屋
敷

日
時
／
７
月
29
日
土

　
　
　
　
　
　

〜
８
月
６
日
日

　

午
後
２
時
〜
５
時

お
化
け
屋
敷

　制
作
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

▼
製
作
は
小
中
高
生
・
親
子
で
参

　

加
で
き
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お

　

母
さ
ん
の
パ
ワ
ー
大
歓
迎
！

制
作
期
間
／

　

７
月
23
日
日
〜
28
日
金

　最
初
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
７
月

　

23
日
日
午
後
１
時
か
ら

募
集
人
数
／
30
名
（
先
着
順
）

場
所
／
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

参
加
費
／
５
０
０
円
（
保
険
代
）

※
お
化
け
屋
敷
開
催
期
間
中
は
、

　

お
化
け
役
・
仕
掛
け
操
作
役
が

　

あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

まちかど情報センターニュース

７月のコミュニティ

開館時間 ／午前 10時～午後８時
休館日／木曜日
※駐車場は、まちかど情報センター
向かい側で、土橋通りにも臨時駐車
場があります。
問い合わせ　☎ 27-5171

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で

　
　
　
　
　
　脳
活
Ｏ
Ｋ

日
時
／
７
月
７
日
・
21
日
金

　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時 

　

〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

　
　
　
　
　
　

　７
月
22
日
土

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　

７
月
１
日
・
15
日
土

　

午
後
１
時
か
ら

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど

　

を
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

　

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち

　

か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品

　

の
販
売
。出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
５
日
）

まちかどバザール
今月は 15日。
新鮮野菜を持って
行くよー！

▶歴史をテーマに自由に話しま
しょう！（参加自由・予約不要）
日時／ 7 月 10・24 日月　　
　午後１時～ 4時

歴まちフリーカフェ

サ ン ド 市

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

世
代
を
超
え
て
お
し
ゃ
れ

さ
ん
が
大
集
合
し
ま
す
。

　

第
１
回
の
２
０
１
５
は
高
齢
者

を
対
象
に
開
催
。
２
０
１
６
に
は

パ
パ
・
マ
マ
を
加
え
、
第
３
回
の

２
０
１
７
は
全
世
代
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
８
日
土

　
　
　
　

午
後
１
時
開
演

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

ひ
ま
わ
り
の
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

参
加
費
／
無
料

主
催
／

　

石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

石
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

　

石
岡
市
い
き
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

後
援
／
石
岡
市

✿
こ
の
事
業
は
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事

　

業
対
象
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

子

パソコン教室 夏休みプロジェクト

　　　　　　　２３　　広報いしおか７月１日号　№２８２

✿プラチナファッションショー 2017  in  石岡 開催



時　間 料　金
幼　児 小中学生 一　般

午前 9 時

～正午
100 円 200 円 300 円

午後 1 時

～ 5 時
100 円 250 円 300 円

石
岡
市
体
育
協
会

　

会
員
募
集

▼
石
岡
市
体
育
協
会
に
は
、
21
種

目
の
加
盟
競
技
専
門
部
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
積
極
的
に

事
業
を
進
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
と
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ

の
養
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
の

場
と
し
て
各
競
技
部
門
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

競
技
専
門
部

　弓
道
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
／
軟

式
野
球
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
卓
球

／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
硬
式
テ
ニ
ス

／
陸
上
競
技
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／

剣
道
／
ス
キ
ー
／
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
／
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
／
サ
ッ

カ
ー
／
ゴ
ル
フ
／
柔
道
／
ク
レ
ー

射
撃
／
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
／
空

手
道
／
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

■
問
い
合
わ
せ

　石
岡
市
体
育
協
会
事
務
局

　☎
２
６
・
７
２
１
０

スポーツ情報

春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
月
７
日
日

・
柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

優
勝
／
豊
崎
・
永
井　

組

第
６
回
石
岡
市
教
育
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
12
日
金

・
石
岡
運
動
公
園　

多
目
的
広
場

男
子
の
部

優
勝
／
曽
根 

一
郎（
柏
原
ク
ラ
ブ
）

女
子
の
部

優
勝
／
狩
谷 

栄
子（
友
遊
ク
ラ
ブ
）

春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

５
月
７
・
14
日
日

・
小
井
戸
運
動
広
場

優
勝
／
ブ
レ
イ
ド

結

　果

平
成
29
年
度

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

市
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

５
月
13
日
土
・
14
日
日

・
石
岡
運
動
公
園　

体
育
館

優
勝
／
八
郷
南
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル

石
岡
市

体
育
協
会
長
杯
野
球
大
会

４
月
２
・
16
・
23
・
30
日
日

・
柏
原
野
球
公
園
、
染
谷
野
球
場

優
勝
／
レ
ッ
ド
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
ズ

第
12
回
石
岡
市
教
育
長
杯

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
大
会

５
月
20
日
土
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優
勝
／
鬼
沢 

隆

女
子
の
部

優
勝
／
高
橋 

ち
が
子

八
郷
総
合
運
動
公
園

プ
ー
ル
開
設

開
設
期
間
／

７
月
15
日
土
～
８
月
31
日
木

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
園
日
／
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日

　

が
休
園
日

募

　集

※ 70 歳以上は無料

利
用
制
限
／

・
３
歳
以
上
か
ら
利
用
可
能

　
（
各
種
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
）

※
水
遊
び
専
用
パ
ン
ツ
で
は
入
水

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
６
歳
未
満
の
幼
児
は
保
護
者
の

　

同
伴
（
水
着
着
用
）
が
必
要

・
浮
き
輪
・
遊
具
な
ど
持
込
禁
止

■
問
い
合
わ
せ

　

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

☎
４
３
・
６
８
８
４

海
洋
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
開
設

開
設
期
間
／

７
月
15
日
土
～
８
月
31
日
木

午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

休
館
日
／
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日

　

が
休
館
日

時　間
料　金

中学生以下 一　般
午前 9 時

～11時30分
100 円 200 円

午後１時

～３時 30 分
100 円 200 円

午後 4 時

～ 6 時 30 分
100 円 200 円

※ 70 歳以上は無料

利
用
制
限
／

・
３
歳
以
上
か
ら
利
用
可
能

　
（
幼
児
用
プ
ー
ル
あ
り
）

・
３
歳
～
小
学
２
年
生
は
保
護
者

　

の
同
伴
（
水
着
着
用
）
が
必
要

・
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用

※
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
２
階
ト
レ
ー

　

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
使
用
で
き
ま

　

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
５
１
９
１

広報いしおか７月１日号　№２８２　　２４　　　　　　　



健康ガイド

検診項目 定員
（1 日）

個人
負担金

子宮がん検診
（20 歳以上） 90 人 1,540 円

　超音波検診
　（30 ～ 65 歳） 65 人 1,020 円

　マンモグラフィ
　（40 ～ 49 歳）

70 人
1,540 円

　マンモグラフィ
　（50 歳以上） 1,020 円

乳
が
ん

骨
髄
提
供
者
へ

　
　
　助
成
制
度
を
開
始

▼
現
在
、
骨
髄
等
移
植
を
希
望
す

る
人
へ
の
提
供
率
は
６
割
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
石
岡
市
で
は
ド

ナ
ー
登
録
者
と
提
供
者
の
増
加
の

た
め
に
骨
髄
等
提
供
に
あ
た
り
、

特
別
休
暇
制
度
等
が
な
い
骨
髄
等

ド
ナ
ー
で
、一
定
の
要
件
を
満
た

す
市
民
に
対
し
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

助
成
額
／
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞

　

の
提
供
に
要
し
た
日
数
に
対
し

　

１
日
当
た
り
２
万
円
。

　
（
１
回
の
提
供
に
つ
き
14
万
円

　

を
上
限
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

健
康
診
査
（
地
区
健
診
）

日
時
・
場
所
／

　

７
月
13
日
木
・
14
日
金

　

東
地
区
公
民
館

　

31
日
月　

林
地
区
公
民
館

受
付
時
間
／

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
、

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

健
診
項
目
／
健
康
診
査
（
39
歳
以

　

下
）、
特
定
健
康
診
査
（
40
歳

　

以
上
）、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

　

査
（
40
歳
以
上
）、
大
腸
が
ん

　

検
診
（
40
歳
以
上
）、
前
立
腺

　

が
ん
検
診
（
50
歳
以
上
男
性
）

※
申
込
不
要
。
大
腸
が
ん
検
診
は

　

事
前
申
込
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
健
康
診
査
（
特
定
検
診
除
く
）

や
が
ん
検
診
は
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
被
保
護
者
や
住
民
税
非
課
税

世
帯
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人

は
無
料
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
25
日 

申
込
開
始

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

日
時
／
８
月
29
日
火
・
30
日
水
・

　

31
日
木

受
付
時
間
／

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
（
乳
が
ん
検
診
の
み
）

　

午
後
12
時
20
分
～
１
時
10
分

　
（
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
両
検
診
）

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に　

　

１
度
の
検
査
と
な
り
ま
す
。

※ 70歳以上の人は無料。定員になり次第締切。

熱
中
症
か
ら

　
　
　カ
ラ
ダ
を
守
ろ
う

▼
熱
中
症
は
、
室
温
や
気
温
が
高

い
中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、

体
温
上
昇
・
め
ま
い
・
体
が
だ
る
い
、

ひ
ど
い
時
に
は
、
け
い
れ
ん
や
意

識
の
異
常
な
ど
、
様
々
な
症
状
を

起
こ
す
病
気
で
す
。
原
因
は
体
内

の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
働

か
な
く
な
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も

室
温
や
温
度
が
高
い
と
、
熱
中
症

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
小
さ

い
お
子
さ
ん
、
高
齢
の
人
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
特
徴

　

体
温
調
節
機
能
が
未
熟
な
こ
と

も
あ
り
、
熱
中
症
に
か
か
り
や
す

い
で
す
。
保
護
者
の
人
は
、
お
子

さ
ん
の
様
子
を
十
分
に
観
察
し
ま

し
ょ
う
。

高
齢
者
の
特
徴

　

体
温
を
下
げ
る
た
め
の
体
の
反

応
が
弱
く
な
っ
て
お
り
、
自
覚
な

く
熱
中
症
に
な
る
危
険
が
高
い
で

す
。
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま

め
に
水
分
補
給
、
室
温
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上

手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
応
急
手
当

○
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服

　

を
ゆ
る
め
、
安
静
に
す
る
。

○
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
。扇
風
機
・

　

う
ち
わ
な
ど
で
風
を
あ
て
、
体

　

を
冷
や
す
。

○
脇
の
下
・
太
も
も
の
つ
け
ね
な

　

ど
を
氷
な
ど
で
冷
や
す
。

○
水
分
を
少
し
づ
つ
頻
回
に
と
ら

　

せ
る
熱
中
症
は
予
防
で
き
る
病

　

気
で
す
。
暑
い
夏
を
元
気
に
過

　

ご
す
た
め
、
熱
中
症
の
こ
と
を

　

よ
く
理
解
し
、
し
っ
か
り
予
防

　

し
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　２５　　広報いしおか７月１日号　№２８２

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　
　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

　
　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９

今
年
も
開
催
！
親
子
ク
ッ

キ
ン
グ
（
参
加
無
料
）

▼
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
料

理
を
作
り
み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ

る
楽
し
さ
を
親
子
で
体
験
。
お
子

さ
ん
が
食
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時
／

　

①
７
月
27
日
木
・
28
日
金

　

②
８
月
３
日
木
・
５
日
土

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所
／
①
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

②
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
①
小
学
生
の
親
子

　

②
４
歳
児
～
就
学
前
の
親
子

定
員
／
１
日
15
組
（
要
申
込
）

申
込
方
法
／
各
実
施
保
健
セ
ン　

　

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
み
。

申
込
期
間
／

　

①
７
月
18
日
火
ま
で

　

②
７
月
３
日
月
～
24
日
月



７
月
１
日
�
か
ら

　

課
題
図
書
の
貸
し
出
し

　
　
　
　
　
　

   

ス
タ
ー
ト

　

市
内
に
住
む
小
・
中
学
生
を
対

象
に
夏
休
み
の
課
題
図
書
を
貸
し

出
し
ま
す
。
必
ず
自
分
の
「
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
」
で
借
り
て
く
だ

さ
い
（
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
）。

貸
出
冊
数
／
１
人
１
冊
ま
で

貸
出
期
間
／
１
週
間

第
63
回 

青
少
年
読
書

感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

   

課
題
図
書

︻
小
学
校
低
学
年
︵
１
・
２
年
生
︶︼

○
な
に
が
あ
っ
て
も
ず
っ
と
い
っ
し
ょ

○
ア
ラ
ン
の
歯
は
で
っ
か
い
ぞ　

　

こ
わ
ー
い
ぞ　
　
　

ほ
か
２
冊

︻
小
学
校
中
学
年
︵
３
・
４
年
生
︶︼

○
耳
の
聞
こ
え
な
い
メ
ジ
ャ
ー
リ

平成 28 年度寄贈資料紹介

「村田宗衛門家関係文書」
シリーズ 138
文化振興課　
☎ 43-1111（内線 1324）

　

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
「
村
田

宗
右
衛
門
家
関
係
文
書
」
で
す
。

　

こ
の
資
料
は
明
治
20
年
代
の
も

の
で
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治

時
代
中
頃
に
か
け
て
酒
・
醤
油
の

製
造
・
販
売
で
財
を
成
し
た
、
村

田
宗
右
衛
門
家
に
関
す
る
文
書
群

で
す
。
寄
贈
者
の
ご
先
祖
様
が
村

田
宗
右
衛
門
家
で
番
頭
を
さ
れ
て

い
た
と
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書

群
は
申
請
書
の
提
出
時
な
ど
に
番

頭
が
残
し
た
記
録
類
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

明
治
20
年
代
は
３
代
目
村
田
宗

右
衛
門
の
時
期
で
す
。
そ
の
成
功

ぶ
り
か
ら
、
江
戸
か
ら
仙
台
ま
で

の
街
道
中
で
最
大
の
豪
商
と
言

わ
れ
た
村
田
宗
右
衛
門
で
す
が
、

徐
々
に
醸
造
業
が
不
振
と
な
り
、

明
治
30
年
ご
ろ
に
は
撤
退
し
て
い

ま
す
。
本
資
料
に
は
明
治
24
年
の

日
付
が
書
か
れ
た
「
酒
類
醤
油
卸

小
売
廃
業
届
」が
含
ま
れ
て
お
り
、

石
岡
の
産
業
の
移
り
変
わ
り
を
示

す
貴
重
な
資
料
で
す
。
ま
た
、
３

代
目
村
田
宗
右
衛
門
は
醸
造
業
以

外
に
郵
便
局
長
を
務
め
、
山
林
の

開
墾
を
行
う
な
ど
、
多
様
な
活
動

を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
資
料
に
も
牧
畜
を
行
う

た
め
の
申
請
書
な
ど
が
含
ま
れ
て

お
り
、
醸
造
業
が
も
た
ら
し
た
利

益
が
多
様
な
事
業
の
展
開
に
活
か

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
紹
介
し
た
「
酒
類
醤
油
卸

小
売
廃
業
届
」
は
、
ふ
る
さ
と
歴

史
館
第
10
回
企
画
展
「
水
が
作
っ

た
石
岡
」で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こども図書館本の森
　おはなしのへや
▶おはなし玉手箱
　７月１日（土）
　午前 10 時 30 分から
▶ひよこのおはなしかい
　７月 13 日（木）
　午前 10 時 30 分から
▶おはなし会
　７月 15 日（土）
　午前 10 時 30 分から

中央公民館
▶おはなしフレンズ
　７月８日（土）
　午後２時 30 分から
　※ すべて 30 分程度。

図書館つうしん
■問い合わせ　
　中央図書館　☎ 24-1507

７月の休館日：３・10・17・18・24・27・31日

時の記憶

　

ー
ガ
ー 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
イ

○
干
し
た
か
ら
⁝　
　

ほ
か
２
冊

︻
小
学
校
高
学
年
︵
５
・
６
年
生
︶︼

○
霧
の
な
か
の
白
い
犬

○
チ
キ
ン
！　
　
　
　

ほ
か
２
冊

︻
中
学
校
︼

○
円
周
率
の
謎
を
追
う　

江
戸
の

　

天
才
数
学
者
・
関
孝
和
の
挑
戦

○
月
は
ぼ
く
ら
の
宇
宙
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
冊

︻
高
等
学
校
︼　　
　
　

○
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
イ
フ

○
犬
が
来
る
病
院　

命
に
向
き
合

　

う
子
ど
も
た
ち
が
教
え
て
く
れ

　

た
こ
と　
　
　
　
　

ほ
か
１
冊

第
45
回
茨
城
新
聞
小
学
生

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

　
　
　
　
　
　

   

課
題
図
書

︻
小
学
校
低
学
年
︵
１
・
２
年
生
︶︼

○
う
み
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

○
ま
ほ
う
の
バ
ス　
　

ほ
か
５
冊

︻
小
学
校
中
学
年
︵
３
・
４
年
生
︶︼

○
し
あ
わ
せ
な
ら
名
探
偵

○
世
界
一
ち
い
さ
な
女
の
子
の
は

　

な
し　
　
　
　
　
　

ほ
か
５
冊

︻
小
学
校
高
学
年
︵
５
・
６
年
生
︶︼

○
よ
み
が
え
れ
ア
イ
ボ　

ロ
ボ
ッ

　

ト
犬
の
命
を
つ
な
げ

○
パ
ー
シ
ー
と
気
む
ず
か
し
屋
の

　

カ
ウ
ボ
ー
イ　
　
　

ほ
か
５
冊

石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
共
催

世
界
中
の
子
ど
も
に
教
育
を

▼
２
０
１
２
年
タ
リ
バ
ン
の
銃
撃

に
倒
れ
な
が
ら
も
、
17
歳
で
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
授
賞
し
た
マ
ラ
ラ
・
ユ

ス
フ
ザ
イ
さ
ん
。
マ
ラ
ラ
さ
ん
の

身
近
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
７
月
22
日
土
　

　

午
後
２
時
～
３
時

場
所
／
中
央
図
書
館　

３
階
読
書
室

内
容
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
マ
ラ
ラ
」
上
映
・

　

簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

対
象
／
一
般（
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
無
料

定
員
／
50
名
（
申
込
不
要
）

広報いしおか７月１日号　№２８２　　２６　　　　　　　

▲酒類醤油卸小売廃業届

赤ちゃんから大人までどなたでも
参加できます



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

茨　

城　

金
山　

和
子

余
命
知
る
老
犬
抱
く
花
見
か
な

府　

中　

土
井　

湧
輔

母
の
日
の
妣
と
合
ふ
目
の
た
だ
熱
し

東
光
台　

福
田　

泰
夫

菖
蒲
湯
の
香
り
懐
か
し
母
の
膝

石　

岡　

前
川　

豊
美

夏
場
所
や
隣
の
声
援
聞
え
く
る

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

蓮
の
葉
の
た
め
た
夜
露
を
こ
ぼ
す
風

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

宇
治
会　

秋
山　

享
弘

や
す
ら
ぎ
は
初
夏
の
漂
ふ
山
の
路

吉　

生　

土
佐　

汀
風

水
色
の
禰
宜
の
袴
や
単
足
袋

山　

崎　

荒
井　

栗
山

麦
熟
れ
て
山
畑
よ
ぎ
る
雲
の
影

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

高　

浜　

大
嶋　

全
江

パ
ソ
コ
ン
に
受
験
番
号
な
が
れ
ゆ
く

「
三
〇
八
」
よ
マ
ウ
ス
が
追
ふ
る

石　

岡　

外
川
な
を
み

氷
雨
降
る
仲
春
な
れ
ば
鳥
群
の

さ
え
ず
り
も
な
く
森
は
静
ま
る

東
光
台　

内
田
千
代
子

会
話
な
く
春
の
日
暮
れ
し
花
を
愛

で
土
に
汗
し
て
文
字
と
語
り
ぬ

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

脳
活
に
折
り
紙
ぬ
り
絵
カ
ラ
オ

ケ
と
貯
筋
体
操
く
り
返
す
日
々

南　

台　

田
村　

満
佐

雨
と
な
り
や
や
肌
寒
き
花
か
げ

の
露
店
に
う
ま
し
熱
き
甘
酒

八
郷
短
歌
会

山　

崎　

鈴
木　

菫　

珍
し
く
今
年
は
ス
ズ
ラ
ン
広
く
咲

く
父
の
好
み
し
花
に
て
あ
り
き

山　

崎　

西
口
は
ま
子

両
側
に
盛
り
上
が
り
咲
く
あ
ぢ

さ
ゐ
に
石
段
狭
し
御
寺
に
詣
づ

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

風
薫
る
五
月
の
空
に
牡
丹
が

今
し
開
か
ん
匂
い
来
る
な
り

石
岡
俚
謡
会

国　

府　

篠
原
美
千
代

晴
れ
た
大
空　

緑
の
風
に

　

揺
れ
て
は
た
め
く　

鯉
の
ぼ
り

若　

松　

川
崎　

洋
子

久
慈
の
川
辺
に　

風
新
緑
に　
　

愛め

で
る
菜
の
花　

遊
歩
道　

国　

府　

大
西　

和
子

祭
り
賑
わ
う　

父
と
の
時
間

　
　

残
る
思
い
出　

肩
車

下　

林　

白
井
冨
喜
江

人
に
愛
さ
れ　

卆
寿
を
迎
え

　
　

苦
楽
花
咲
く　

呑
む
新
茶

石　

岡　

石
塚　

芳
華

母
の
ベ
ッ
ド
に　

緑
の
風
を

　
　

入
れ
て
親お

や
こ娘

の　

初
鰹

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

花
の
名
残
り
の　

余
韻
の
後
の

　
　

風
が
緑
を　

染
め
に
来
る

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

は
し
ゃ
ぐ
幼お

さ
な
ご子　

足
ば
た
つ
か
せ

　
　

父
も
笑
顔
の　

肩
車

　
　
　
　

東
大
橋　

醍
醐　

正
夫

可
愛
い
小
さ
な　

お
手
手
を
上
げ
て

　

ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン　

肩
た
た
く

市
民
ず
い
ひ
つ

「
み
ん
な
の
タ
ロ
ー
」
像

　
　
　
　
　
　
　
　

助
川　

浩
史

　

桜
の
季
節
、
四
月
中
旬
に
石
岡

駅
前
に
行
っ
て
「
お
や
」
と
驚
い
た
。

忠
犬
タ
ロ
ー
の
像
が
建
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
駅
前
の
Ｏ
店
の
女
将
さ

ん
に
聞
く
と
一
週
間
前
に
除
幕
式
が

あ
り
、
新
聞
に
も
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
で
も
や
り
ま
し
た
よ
、
と
言
う
の

で
あ
る
。
私
は
新
聞
も
テ
レ
ビ
も
見

逃
し
て
し
ま
っ
た
。
古
新
聞
を
取
り

出
し
て
後
か
ら
記
事
は
読
ん
だ
。
以

前
か
ら
タ
ロ
ー
の
話
は
聞
い
て
い
る

し
、
銅
像
建
立
の
事
も
聞
い
て
は
い

た
。
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。

　

私
は
ど
う
し
て
も
渋
谷
の
忠
犬
ハ

チ
公
を
連
想
し
て
し
ま
う
の
だ
。
私

事
で
あ
る
が
、
半
世
紀
前
は
東
京
で

働
い
て
い
た
の
で
、
若
か
り
し
美
し

い
二
十
代
は
ハ
チ
公
前
で
何
回
も
女

性
と
待
ち
合
わ
せ
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
て
し
ま
っ
た
。
五
十
年
も
過
ぎ

る
と
ど
ん
な
顔
を
し
た
女
性
達
だ
っ

た
か
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
タ
ロ
ー
は

渋
谷
の
ハ
チ
公
よ
り
も
倍
近
い
十
七

年
間
、
駅
前
で
誰
か
を
待
っ
て
い
た

忠
犬
だ
か
ら
、
タ
ロ
ー
の
方
が
上
で

あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
の
デ
イ
ト
場

所
に
な
っ
た
ら
良
い
と
願
っ
て
い

る
。
タ
ロ
ー
は
子
供
二
人
と
仲
良
し

し
て
い
る
し
、
新
し
く
な
っ
た
駅
前

交
番
の
警
察
官
に
も
見
守
ら
れ
て
い

る
か
ら
安
心
で
あ
る
。

　

タ
ロ
ー
は
天
国
で
喜
び
大
声
で

「
お
ー
ワ
ン
ダ
フ
ル
」。

　

文
化
協
会
だ
よ
り

●
筑
東
史
談
会

　

筑
東
史
談
会
は
、
今
年
度

会
員
41
名
で
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
会
の
目
的
は
、
年
３
回
の

研
修
会
と
勉
強
し
た
地
域
の
歴
史

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
で
す
。

　

歴
史
を
学
び
そ
の
時
代
背
景
を

理
解
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
私
達

は
ど
う
生
き
る
の
か
、
参
考
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
４
月
に
江
戸
東
京
博

物
館
と
皇
居
東
御
苑
に
29
名
で
研

修
し
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
は
小
田
氏
・
小
田
城
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
秋
に
は
栃
木
市
を
訪
れ
、
史

跡
等
を
研
修
し
よ
う
と
計
画
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
４
２
・
２
４
５
５

　
　
　
　
（
会
長　

原
田　

錦
吾
）

文芸いしおか

投
稿
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

元
義

う
ぐ
い
す
や
人
の
声
止
む
雨
の
森

　
　
　
　
　
　
　

大
村　

み
ち
ゑ

風
和
ぎ
て
バ
ラ
そ
れ
ぞ
れ
に
色
を
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　

川
﨑　

天
久

短
夜
の
短
き
夢
で
父
に
会
う

　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

豊
子

朝
日
さ
す
木
々
の
若
葉
の
ま
ぶ
し
か
り

　　　　　　　２７　　広報いしおか７月１日号　№２８２



掲載を希望する人は秘書広聴課にご連絡ください。市の
ホームページからも申込用紙をダウンロードできます。
■ 問い合わせ　秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 213）

わが家のアイドル

酒井 孝
こう き

輝ちゃん
（3か月）

酒井 貝塚 絹
き え

恵ちゃん
（10か月）

東石岡
元気いっぱい！と
びっきりの笑顔でみ
んなを癒してくれて
ます。絹の様な優し
い女の子になってね

鹿の子
甘えん坊で元気な男
の子。毎日沢山おしゃ
べりもします。大きく
元気に成長してね★

\ 巻末連載　     石岡で、はたらくひと　Vol.2/   
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「外に出て気付いた地元の価値」
ゲストハウス jicca 店主・比企 智浩さん（27）

０
１
５
年
11
月
、
加か

よ

の
生
野
地
区
に
県
内
初
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
ｊ
ｉ
ｃ
ｃ
ａ
（
ジ
ッ
カ
）
が
、
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
は
交
流
型
の
素
泊
ま
り

宿
。
最
近
、
若
者
を
中
心
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宿

を
経
営
す
る
の
は
、
中
小
企
業
診
断
士
で
も
あ
る
比
企
智

浩
さ
ん
。

　
「
10
年
間
、
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
実
家
を
改
装
し
た

ん
で
す
。
旅
行
者
が
自
分
の
実
家
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な

気
持
ち
で
く
つ
ろ
げ
る
場
所
に
し
た
か
っ
た
か
ら
、
ｊ
ｉ

ｃ
ｃ
ａ
と
名
付
け
ま
し
た
」

　

大
学
入
学
を
機
に
、
地
元
を
離
れ
都
内
へ
。
学
生
時
代

か
ら
い
つ
か
は
起
業
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
比
企
さ
ん
。

ま
ず
は
い
ろ
ん
な
中
小
企
業
を
知
ろ
う
と
信
用
調
査
会

社
に
入
社
。
企
業
経
営
の
体
系
的
な
知
識
を
得
る
た
め

と
、
中
小
企
業
診
断
士
の
勉
強
も
始
め
、
忙
し
く
会
社

員
生
活
を
送
っ
て
い
た
２
年
目
の
夏
。

　
「
帰
省
し
た
時
、
田
舎
の
景
色
に
初
め
て
癒
さ
れ
る

と
い
う
感
覚
を
持
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
大
学

４
年
で
世
界
一
周
を
し
た
時
に
、
心
に
残
っ
た
の
は
何

気
な
い
田
舎
の
景
色
と
そ
の
土
地
の
人
と
の
出
会
い

だ
っ
た
な
と
。
東
京
か
ら
近
距
離
で
、
こ
の
環
境
が
あ

る
の
は
も
の
す
ご
い
強
み
。
こ
こ
な
ら
何
か
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
可
能
性
を
感
じ
た
ん
で
す
」

石
岡
の
魅
力
、
茨
城
の
魅
力
を
発
信

　
「
何
を
や
ろ
う
と
考
え
た
時
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
。
都
内
で
会
社
員
を
し
な
が
ら
、
週
末
に

帰
っ
て
き
て
実
家
の
改
修
作
業
。
家
族
、
友
人
、
地
元

の
工
務
店
さ
ん
や
建
築
士
さ
ん
に
も
た
く
さ
ん
助
け
て

も
ら
い
ま
し
た
」

　

オ
ー
プ
ン
の
た
め
会
社
員
を
辞
め
て
石
岡
に
戻
っ
て

き
た
の
が
２
年
前
。
平
日
は
中
小
企
業
の
経
営
支
援
を

行
い
、
週
末
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
店
主
と
し
て
、
ほ
た

る
鑑
賞
や
陶
芸
体
験
や
、
茨
城
の
地
酒
を
テ
ー
マ
に
し

た
企
画
を
開
催
。
ｊ
ｉ
ｃ
ｃ
ａ
に
は
、
首
都
圏
の
20
〜

30
代
の
若
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　

日
本
と
海
外
を
旅
行
し
東
京
で
働
い
て
気
付
い
た
石

岡
の
魅
力
。
茨
城
に
あ
る
も
の
を
生
か
し
て
、
そ
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
す
。

２
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